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［市の人口］
72,093人
男=35,334人
女=36,759人
前月比－202人

［世帯数］
26,144世帯
前月比＋19世帯

平成18年4月1日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

芝桜まつりに華を添えた東町屋台曳行芝桜まつりに華を添えた東町屋台曳行

［主な内容］
● 児童手当制度のご案内
● 秩父市議会議員選挙の結果をお知らせします
● お出かけ楽々バス利用券を交付します
● ミューズパークスポーツの森プールの利用カード発行のお知らせ
● 住宅リフォーム資金助成事業を実施します
● 秩父市オートキャンプ場の利用受付のご案内
● 交代のありました町会長、区長をお知らせします
● 秩父市消防団組織が再編されました

［秩父市議会だより第４号］



❷
市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

○
支
給
の
対
象

　

児
童
手
当
等
は
、
小
学
校
３
年
生
ま

で
の
児
童
（
９
歳
到
達
後
の
最
初
の
年

度
末
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
〜
５
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、

児
童
手
当
等
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
支
給
額
（
月
額
）

第
一
子　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

第
二
子　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

第
三
子
以
降　

１
０
，
０
０
０
円

○
手
続
き
の
方
法

　

出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
、
児
童
手
当
等
を

受
給
す
る
に
は
、こ
ど
も
課
窓
口
へ「
認

定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

そ
の
際
、
印
鑑
と
通
帳
（
認
定
請
求

者
本
人
名
義
の
も
の
で
、
郵
便
局
を
除

く
秩
父
郡
市
内
の
金
融
機
関
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

他
に
必
要
に
応
じ
て
提
出
い
た
だ
く

書
類
が
あ
り
ま
す
。

　

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
へ
認
定
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
支
払
時
期

　

児
童
手
当
等
は
、
認
定
と
な
っ
た
場

合
、
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
分
か
ら
、
支
給
事
由
の
消
滅
し

た
日
の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

手
当
は
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、

６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
所
得
制
限
限
度
額

　

平
成
18
年
６
月
分
以
降
の
手
当
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
下
表
①
所
得
制
限
限

度
額
表
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

下
表
②
の
特
例
給
付
に
つ
い
て
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
て
い
る
方
の
限
度
額
で
す
。

○
受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
で

次
に
該
当
す
る
方
は
、
再
度
認
定
請

求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ま
だ
、
認
定
請
求
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方

②
以
前
に
認
定
請
求
を
し
て
所
得
超
過

等
で
却
下
と
な
っ
た
方
で
、
左
表
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

③
厚
生
年
金
加
入
者
（
特
例
給
付
受
給

者
）
が
会
社
を
退
職
し
た
た
め
受
給

資
格
が
消
滅
し
、
そ
の
後
、
再
び
厚

生
年
金
等
に
加
入
し
、
左
表
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方

○
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
受
給

者
）
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
、「
受

給
事
由
消
滅
届
」
を
す
み
や
か
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
時

②
公
務
員
に
な
っ
た
時

③
受
給
者
や
児
童
が
死
亡
し
た
時

④
特
例
給
付
の
受
給
者
が
会
社
を
退
職
し
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
な
く
な
っ
た
時

○
受
給
者
は
現
況
届
の
提
出
を
！

　

現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は

毎
年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
日
、
届
出
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で

各
日
程
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
た
に
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方

は
５
月
中
に
窓
口
へ「
認
定
請
求
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小

学
校
３
年
生
（
９
歳
到
達
後
の
最
初
の

年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小
学
校
６
年
生

（
12
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
）
ま

で
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
所
得
制
限
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
７
月

初
め
に
通
知
を
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
平
成
1818
年
４
月
１
日
か
ら

年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が

児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

拡
充
さ
れ
ま
し
た

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

該
当
者
は
５
月
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親族がある者についての限度
額（所得額ベース）は、上記の額に当該老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人
につき６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、1人につき38万円（扶
養親族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親族であるときは44万円）を加算した
額。

②厚生年金などの加入者の場合、特例
により以下の限度額が適用されます

①平成18年度所得制限限度額

扶養親族等の数 所得制限限度額
（万円）

0人 460.0
1人 498.0
2人 536.0
3人 574.0
4人 612.0
5人 650.0

扶養親族等の数 所得制限限度額
（万円）

0人 532.0
1人 570.0
2人 608.0
3人 646.0
4人 684.0
5人 722.0

平成18年４月分の手当より

以
上
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
８
３

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６



市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。
❸

　

同
グ
ル
ー
プ
（
宮
井
陸
子
さ
ん
、
笠

井
由
美
子
さ
ん
、
島 

則
子
さ
ん
）
は
、

さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ

　

３
月
20
日
、
助
け
あ
い
・
温
も
り
の

ま
ち
秩
父
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
栗
原
市
長
か
ら
次
の
３

団
体
へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
永
年
に
わ
た
り
養
護
老

人
ホ
ー
ム
長
寿
荘
へ
慰
問
に
訪
れ
、
理

容
活
動
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
寝
た
き
り
の
方
々
に
対

し
て
、
理
容
の
奉
仕
活
動
を
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
店
は
、
永
年
に
わ
た
り
障
が
い
の

あ
る
方
々
に
対
し
て
、「
レ
ス
ト
ラ
ン

カ
プ
チ
ー
ナ
」
で
食
事
会
を
実
施
し
、

多
く
の
方
を
招
待
し
て
き
ま
し
た
。

受　

賞

受　

賞

県
知
事
表
彰

福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

表
彰

埼
玉
県
理
容
生
活
衛
生

同
業
組
合
秩
父
支
部

株
式
会
社

フ
ー
ド
リ
ー
ム
秩
父
店

若葉が眩しい季節を迎え、春真っ盛りとな
りました。皆さんお元気ですか。
最近、子どもが狙われる事件に関連するニ
ュースが多く、皆さんも心配だと思いますが、
５月５日はこどもの日、「子どもの人格を重
んじ幸福な生活を図る」趣旨で国民の祝日と
なっています。
この５月５日は、古来は端午の節句（邪気
を祓うため菖蒲や蓬

よもぎ

などを軒にさし、粽
ちまき

や
柏餅などを食べる。鯉のぼりや武者人形など
を飾り、子どもの成長を祝う行事）といわれ
ており、子どもたちを家族だけでなく地域で
暖かく見守り育てる日です。皆さんも現代の
危険から子どもを守るため、親、家族、地域
として何ができるか考える機会にしてくださ
い。特に地域の皆さんの暖かい見守りが秩父
から事件をなくします。
皆さんのこの暖かい心と５月のこの暖かな
風に誘われて、新しく広くなった秩父市の新
緑や季節の花を見に出かけませんか。
新緑のこの時期は、秩父の豊かな自然も衣
替えをし、秩父全域で見どころがいっぱいで
す。今でも大滝の標高の高い所では、芽生え
の新緑から荒川を下るごとに新緑は眩しさを
増しています。
今の季節の花は、大血川林道沿い大陽寺裏
山や大血川浄水場裏山のシャクナゲ約500本
や、旧三峰観光道路沿い６㎞に咲くツツジ、
吉田塚越米山薬師公園参道沿い300ｍのツツ
ジや吉田元気村のツツジ（オオムラサキ）約
6,500本。また、吉田布里地区（フルーツ街
道）のブルーべリーの花が２ヘクタール、さ
らに荒川地内のそばの花が14ヘクタールなど、
ブルーべリーやそばのように実るのが楽しみ
な花もあります。６月上旬からは花ショウブ
2,200㎡２万株が羊山公園で咲き誇ります。秩
父市全域に暖かい自然の風と心を感じに、ぜ
ひ出かけてみてください。

野口　皖永 氏
（近戸町）

　

野
口
皖
永
氏（
近
戸
町
）は
、
３
月
22

日
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
「
さ
い
た
ま
環

境
賞
県
民
大
賞
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
口
氏
は
、
秩
父
の
環
境
を
考
え
る

会
、
埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
等
に
所

属
し
、
野
生
動
物
と
の
共
存
を
め
ざ
し

て
保
護
・
啓
発
活
動
、
環
境
教
育
等
に

従
事
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
の
鳥
獣
保
護
員
お
よ

び
自
然
公
園
指
導
員
、
環
境
庁
自
然
公

園
指
導
員
と
し
て
の
活
動
な
ど
が
評
価

さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

写真左から㈱フードリーム秩父店、
埼玉県理容生活衛生同業組合秩父
支部、さわやかグループの皆さん

　

４
月
1
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣
な
ら

び
に
埼
玉
県
知
事
か
ら
、
次
の
方
が
民

生
委
員
･
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

民
生
委
員
･
児
童
委
員
（
敬
称
略
）

永
田
町　

加
藤
愛
子
☎
23

－

２
２
５
９

民
生
委
員
・

民
生
委
員
・

児
童
委
員
が

児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

委
嘱
さ
れ
ま
し
た



❹
みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

ご寄附ありがとうございました
　次の方々から、寄附をいただきました。

温かな善意に感謝し、ご紹介します。

（平成18年３月）

◎社会福祉のために

▶23日、関根寿男さん（寺尾）から尿とり

パット450枚、フラットタイプパット

1,200枚、使い捨てシーツ30枚

◎教育振興のために

▶24日、株式会社友愛商事（幸島潔取締役

社長）から7,775円

◎社会貢献事業のために

▶29日、㈳秩父法人会（矢尾直秀会長）か

ら木製ベンチ８台

　

定
数
30
の
秩
父
市
議
会
議
員
選
挙

は
、
４
月
16
日
に
立
候
補
者
の
受
付
を

行
っ
た
と
こ
ろ
35
名
が
立
候
補
し
、
４

月
23
日
に
市
内
48
か
所
で
投
票
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

即
日
開
票
の
結
果
、
次
の
と
お
り
当

選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
74
．
72
％
で
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
５
月
１
日
か
ら
４
年

間
で
す
。

▼
有
効
投
票
数　
　

４
２
，
１
８
３
票

▼
無
効
投
票
数　
　
　
　
　

４
２
７
票

㊟
小
数
点
以
下
の
数
字
が
あ
る
の
は
、

按
分
票
に
よ
る
も
の
で
す
。

当
３
，３
５
３
票　

久
喜　

邦
康
（
51
歳
）

当
１
，７
３
２
票　

宮
田　

勝
雄
（
64
歳
）

当
１
，６
６
０
票　

富
田　

恵
子
（
48
歳
）

当
１
，５
２
０
票　

荒
船　
　

功
（
67
歳
）

当
１
，４
６
８
票　

中
村　

義
一
（
63
歳
）

当
１
，４
３
５
票　

福
井　

貴
代
（
51
歳
）

当
１
，４
２
９
票　

井
上
十
三
男
（
67
歳
）

当
１
，４
０
１
．
５
６
１
票　

新
井　
　

豪
（
30
歳
）

当
１
，３
７
８
．
９
７
４
票　

髙
野　

安
之
（
66
歳
）

当
１
，２
２
３
票　

金
崎　

昌
之
（
54
歳
）

当
１
，２
１
１
票　

小
櫃　

市
郎
（
49
歳
）

当
１
，２
０
４
票　

江
田　

治
雄
（
53
歳
）

当
１
，１
９
４
．
０
４
７
票　

笠
原　

重
男
（
66
歳
）

当
１
，１
８
８
票　

金
田　

安
生
（
62
歳
）

当
１
，１
８
４
．
５
５
４
票　

髙
野　

幸
雄（
65
歳
）

当
１
，１
７
０
票　

内
田　

修
司
（
64
歳
）

当
１
，１
６
９
票　

落
合　

芳
樹
（
50
歳
）

当
１
，１
５
６
．
９
５
２
票　

笠
原　

宏
平
（
50
歳
）

当
１
，１
４
５
．
４
７
０
票　

髙
野　

勝
盟
（
73
歳
）

当
１
，１
１
６
．
２
４
３
票　

新
井
重
一
郎
（
65
歳
）

当
１
，１
０
９
票　

今
井　

武
藏
（
71
歳
）

当
１
，１
０
２
票　

逸
見　

英
昭
（
59
歳
）

当
１
，０
７
７
票　

坂
本　

文
雄
（
61
歳
）

当
１
，０
４
０
．
１
５
８
票　

新
井
兄
三
郎（
59
歳
）

当
１
，０
４
０
票　

齋
藤　

捷
榮
（
64
歳
）

当
１
，０
２
４
票　

若
林　

富
雄
（
68
歳
）

当　
　
９
９
３
票　

浅
海　
　

忠
（
51
歳
）

当　
　
９
８
８
票　

出
浦　

章
恵
（
44
歳
）

当　
　
９
５
９
票　

須
田　
　

博（
50
歳
）

当
９
３
０
．
０
３
６
票　

新
井　

康
一（
50
歳
）

次　
　
８
４
２
票　

山
中　

雅
文（
59
歳
）

　
　
　
７
９
３
票　

笠
間　

光
吏（
63
歳
）

　
　
　
７
１
５
票　

小
澤　

祥
二（
51
歳
）

　
　
　

６
７
５
票　

島
田　

富
雄（
68
歳
）

　
　
　

５
５
６
票　

磯
田　

久
子（
71
歳
）

（
敬
称
略
、「
当
」
は
当
選
者
、「
次
」

は
次
点
者
）

※
当
選
議
員
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
こ

の
後
に
あ
り
ま
す
「
秩
父
市
議
会
だ

よ
り
」
11
・
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
当
日
の
有
権
者
数

　
　
　
　

総
計　

５
７
，
０
２
８
人

　
　
　
　
　

男　

２
７
，
６
４
９
人

　
　
　
　
　

女　

２
９
，
３
７
９
人

▼
投
票
総
数
（
投
票
率
）

総
計　

４
２
，
６
１
０
票（
74
．
72
％
）

　

男　

２
０
，
１
４
１
票（
72
．
85
％
）

　

女　

２
２
，
４
６
９
票（
76
．
48
％
）

秩父市議会議員秩父市議会議員
選挙の結果を選挙の結果を
お知らせしますお知らせします

　

若
山
牧
水
･
喜
志
子
夫
妻
の
歌
碑
が
、

比
翼
の
歌
碑
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
短
歌
・
俳
句
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
１
通
に
２
首
ま
た
は
２
句
ま

で
で
、
１
人
１
通
の
み
と
し
ま
す
。
投

稿
の
際
、
住
所
、
氏
名
は
、
作
品
の
左

側
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

作　

品　
「
歌
碑
」、「
牧
水
の
滝
」
に

ち
な
ん
だ
も
の
、
ま
た
は
当
季
を
詠
ん

だ
も
の

締　

切　

５
月
31
日
㈬

送
付
先　
〒
３
６
８

－

８
６
８
６　

秩
父

市
熊
木
町
８

－

15　

歴
史
文
化
伝
承
館

表　

彰　

秩
父
市
長
賞
他
を
贈
呈

※
入
賞
作
品
は
、「
牧
水
の
滝
」
周
辺
に

掲
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
報
ち
ち

ぶ
等
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

観
光
振
興
課
・
歴
史
文
化
伝

承
館
☎
22

－

２
２
１
１

若
山
牧
水

若
山
牧
水
･･
喜
志
子
夫
妻
歌
碑
併
設
記
念

喜
志
子
夫
妻
歌
碑
併
設
記
念

短
歌
・
俳
句
作
品
募
集

短
歌
・
俳
句
作
品
募
集

開
票
結
果

開
票
結
果

投
票
結
果

投
票
結
果



❺

人
権
擁
護
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
日
ご
ろ
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
民

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
、
地

域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵

害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権

を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
約
１
万
４
千
人
（
秩
父
市
は

10
人
）
の
委
員
が
全
国
の
市
町
村
に
配

置
さ
れ
、
講
演
会
や
座
談
会
を
開
催
し

た
り
、
法
務
局
や
市
役
所
等
の
人
権
相

談
所
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相

談
を
受
け
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
一
番
身
近

な
相
談
相
手
で
す
。

人
権
相
談
所
開
設
の
ご
案
内

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
秩
父
支
局
お

よ
び
市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。（
詳

細
は
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
秩
父
支
局

☎
22

－

０
８
２
７

総
務
課
☎
22

－

２
２
５
１
（
直
通
）

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

　

宮
下
美
代
子
氏
（
田
村
）
と
宮
田
勝

文
氏
（
荒
川
白
久
）
は
、
平
成
18
年
４

月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
氏
は
、
秩
父
市
議
会
12
月
定
例
会

で
議
会
の
同
意
を
得
て
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦
を
し
て
い

た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

☎
22

－

２
２
５
１
（
直
通
）

宮下美代子 氏
（田　村）

宮田　勝文 氏
（荒川白久）

人
権
擁
護
委
員
に 　
　
　
　
　
　
　

を
委
嘱

宮
下
美
代
子
氏（
再
任
）

宮
田
勝
文
氏（
新
任
）

　

秩
父
市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
基
本
的
生
活
習
慣
の
乱
れ
は
学

力
や
体
力
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
生
活
習
慣

の
改
善
方
策
に
つ
い
て
、
秩
父
市
社
会

教
育
委
員
に
諮
問
し
、
次
の
と
お
り
答

申
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
教
育
委
員
会
で
は
、

今
後
こ
の
答
申
に
沿
っ
た
施
策
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
保
護
者
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
、
親
と

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
支
援
し
、
早

寝
・
早
起
き
や
朝
食
を
と
る
な
ど
、
子

ど
も
の
望
ま
し
い
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
確
立
さ
せ
る
た
め
、「
子
ど
も
は
社

会
の
共
有
財
産
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
の
三
者
が
連
携
・

協
力
し
、
以
下
の
活
動
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

１
．
睡
眠
時
間
・
食
事
・
勉
強
時
間
等
、

基
本
的
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た

「
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
標
語
」
を
作
成
し
、

市
内
全
戸
に
配
布
し
て
啓
発
す
る
。

２
．
世
代
を
超
え
た
様
々
な
人
々
と
の

交
流
に
よ
り
、
市
民
相
互
の
人
間
関

係
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
地
域
力
を

生
か
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
散
歩
・
マ

ラ
ソ
ン
・
ゴ
ミ
拾
い
等
、
子
ど
も
を

巻
き
込
ん
だ
「
朝
の
早
起
き
運
動
」

を
行
う
。

３
．
脳
科
学
と
い
う
最
先
端
の
研
究
に

よ
っ
て
、
３
歳
ま
で
に
脳
の
６
割
以

上
の
神
経
細
胞
が
で
き
あ
が
り
、
８

歳
ま
で
に
９
割
以
上
が
で
き
あ
が
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
幼
児
期
に
お
け
る
家
庭
教
育

の
具
体
的
支
援
を
推
進
す
る
。

４
．
学
校
で
は
、
わ
か
る
喜
び
・
学
ぶ

楽
し
さ
を
味
あ
わ
せ
、
学
習
の
仕
方

を
指
導
す
る
。
家
庭
で
は
、
し
つ
け

を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
予
習
・
復

習
の
習
慣
づ
け
や
読
書
時
間
を
確
保

す
る
。

５
．
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た

「
教
育
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

等
に
基
づ
き
、
家
庭
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
、『
親
学
講
座
』
を
開
催

す
る
。

　

さ
ら
に
、「
学
校
を
核
と
し
た
家
庭
・

地
域
と
の
連
携
」を
図
る
た
め
に
、学
校

内
で
も
親
学
講
座
を
企
画
す
る
な
ど
、

学
校
が
地
域
に
対
し
、よ
り
積
極
的

に
連
携
を
図
る
手
立
て
を
講
ず
る
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
25

－

５
２
２
９
（
直
通
）

秩父市教育委員会では秩父市教育委員会では
児童・生徒の児童・生徒の
基本的生活習慣の基本的生活習慣の
改善へ取り組みます改善へ取り組みます

答　
　
　

申

秩父警察署からのお知らせ
最近、侵入盗やバイク盗が多発しています。戸締りをしっかりするなど、十分に注意してください。



❻

　

皆
さ
ん
に
長
い
間
親
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
秩
父
流
水
公
園
プ
ー
ル
は
、

施
設
老
朽
化
等
に
伴
い
休
業
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
代
わ
り
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

ス
ポ
ー
ツ
の
森
プ
ー
ル（
波
の
プ
ー
ル
・

流
れ
る
プ
ー
ル
）
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

低
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

専
用
の
利
用
カ
ー
ド
を
ご
購
入
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
プ
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
森
の
各
施
設
に
つ
い

て
も
割
引
料
金
で
シ
ー
ズ
ン
中
、
何
回

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
報
６
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
か
ら
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
に
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ

ー
ツ
の
森
プ
ー
ル
を
大
い
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

☎
22

－

２
２
０
２
（
直
通
）

お
出
か
け
楽
々
バ
ス
利
用
券
を

お
出
か
け
楽
々
バ
ス
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

交
付
し
ま
す

秩父流水公園
プールの休業と

ミューズパーク
スポーツの森

プールの利用
カード発行の

お知らせ

　有形文化財（建造物）１件が、新たに
市の文化財に指定されました。これで市
にある国・県・市指定の文化財は、合わ
せて283件となりました。
種別・種類
　　　　市指定有形文化財（建造物）
名　称　大

だい

寶
ほう

山
ざん

圓
えん

福
ぷく

禅
ぜん

寺
じ

山
さん

門
もん

指定年月日　平成18年３月28日
所在地　秩父市田村967
所有者　宗教法人圓福寺
　　　　代表役員　後藤憲雄
概　要　臨済宗南禅寺派に属する圓福禅
寺は、応安６年（1373年）創建と伝えら
れる秩父を代表する古刹です。
　当寺は、元禄８年（1695年）に火災に
遭っており、山門は享保16年（1731年）
に再建され、山門の規模は、正面7.9ｍ、
側面５ｍ、高さ11.9ｍで、両側面に反り
を持たせた梁

はり

の下に間
ま

柱
ばしら

を立て、横の力
に強さを持たせているところに特徴があ
り、保存状態もよく江戸時代の建築様式
を今日に伝えています。
　また、山門には、高辻中納言菅原胤

たね

長
なが

、
天明七年（1787年）六月と記されている
「東

とう

關
かん

禪
ぜん

林
りん

」の勅額が掲げられています。
問い合わせ　文化財保護課
　　　　☎２２－２４８１（直通）

　

市
で
は
、
安

全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と

し
て
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
バ

ス
共
通
カ
ー
ド

を
購
入
す
る
際

に
、
市
が
２
，

０
０
０
円
の
補
助
利
用
券
を
発
行
し
、

気
軽
に
お
買
い
物
や
健
康
づ
く
り
に
公

共
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と

お
り
利
用
券
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始　

５
月
15
日
㈪
か
ら

受
付
の
際
必
要
な
も
の

　

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
高
齢
者
の
方

の
年
齢
や
住
所
等
の
わ
か
る
も
の

申
請
で
き
る
人

　

市
内
居
住
で
、
世
帯
に
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
い
る
方
（
１
回
限
り
）

購
入
方
法　

企
画
課
で
利
用
券
を
受
け
と

り
、
西
武
観
光
バ
ス
秩
父
営
業
所
で
５
，

０
０
０
円
の
バ
ス
カ
ー
ド
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。（
現
金
３
，
０
０
０
円
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

☎
22

－

２
２
０
２
（
直
通
）

今年の夏は皆さんで、ミューズパーク
スポーツの森プールをお楽しみください

新しく指定された新しく指定された

市の文化財を市の文化財を

紹介します紹介します



❼

　

新
潟
県
柏
崎
市
に
あ
る
秩
父
市
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
７
月
・
８
月
の
利
用

受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

抽
選
…
市
民
会
館
４
階
長
尾
根

申
請
…
市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

利
用
料
金
（
１
泊
）

　

コ
テ
ー
ジ
４
人
用
（
10
棟
）

　
　
　
　
　
　
　
　

８
，
０
０
０
円

　

コ
テ
ー
ジ
８
人
用
（
１
棟
）

　
　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

　

テ
ン
ト
（
３
張
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
（
１
台
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

※
料
金
は
申
請
時
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

抽
選
方
法

①
利
用
希
望
者
に
、
午
前
９
時
か
ら
９

時
30
分
の
間
、
市
民
会
館
入
口
で
番

号
札
を
配
布
し
ま
す
。（
９
時
以
前

に
並
ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
９
時

30
分
以
降
に
お
越
し
の
方
に
は
抽
選

が
終
わ
る
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
き
、

そ
の
後
受
け
付
け
ま
す
。）

※
番
号
札
の
配
布
は
、
１
家
族
ま
た
は

１
グ
ル
ー
プ
１

枚
と
し
ま
す
。

②
番
号
札
を
受
け

取
っ
た
方
は
、

４
階
の
抽
選
会

場
に
入
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
９
時
40
分
か
ら

市
職
員
が
抽
選

を
行
い
ま
す
。

④
抽
選
に
よ
り
受
付
順
が
決
ま
っ
た
方

か
ら
、
３
階
第
１
会
議
室
に
お
い
て

受
け
付
け
ま
す
。

※
受
付
の
順
番
を
決
め
る
の
み
で
、
抽

選
に
「
当
た
り
」「
は
ず
れ
」
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他

○
多
数
の
宿
泊
希
望
者
が
見
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
１
回
２
泊
を
限
度
と

し
、
１
人
２
棟
ま
で
の
受
付
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
請
書
に
は
宿
泊
者
全
員
の
名
前
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方
は
、
市
内
在
住
ま
た

は
市
内
へ
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る

方
に
限
り
ま
す
。（
市
内
へ
通
勤
・

通
学
の
方
は
証
明
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

受
付
の
順
番
を

抽
選（
く
じ
）で
決
め
ま
す

秩
父
市
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

７７
月
・
月
・
８８
月
利
用
受
付
の
ご
案
内

月
利
用
受
付
の
ご
案
内

　市民の皆さんが、自己居住用の住宅をリフォーム
（住宅改修工事）した場合、その経費の一部を助成
します。
　この事業は、住宅改善を促進するとともに、市民
生活の向上および市内小規模事業者の振興を図るこ
とを目的としています。
※昨年度の実施内容と一部異なりますのでご注意く
ださい。（変更点は太字で表示しています。）
対　象
①秩父市民であり、市税に未納がないこと
②申請者の居住用住宅であること
③市で実施している他の助成制度を受けていないこと
※平成15年度～17年度に、住宅リフォーム資金助成
金の交付を受けた方は対象外となります。

対象工事
①業者は、市内に住所を有し、市に業者登録してい
ること
②工事費は20万円以上であること（消費税を除く）
③住宅環境の改善に関する工事であること（耐震の
ための工事を含む）

助成金の額
①５万円（工事費20万円以上50万円未満）

②10万円（工事費50万円以上）
※申請希望および申請は、①②のどちらか１回限り
です。

※工事費は申請時の見積額です。最終的に増額があ
っても助成金の額は変更できません。
申請希望者受付期間
　６月26日㈪～ 30日㈮
　午前８時30分～午後５時15分（定員は先着順では
ないので、並ぶ必要はありません。）
※申請希望受付をされた方には、「受付済証」を交
付します。（受付は本人またはご家族の方に限り
ます。特別な事情がある方は、ご相談ください。）

※受付期間終了時において、定員（５万円＝100件、
10万円＝200件）を上回った場合には、公開抽選
会を行います。

※定員以内であれば、受付済証をお持ちの方全員に
申請書を郵送し、申請手続きをしていただきます。

受付場所
　市民生活課、各総合支所市民支援課
※必ず工事前にお申し込みください。なお、着工後
の申請は受け付けできませんのでご注意ください。

問い合わせ　市民生活課　☎２５－５２００（直通）

～安全で快適なまちづくり～

住宅リフォーム資金助成事業を実施します
平成18年度



❽

　

今
年
度
も
、市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

納
税
通
知
書
の
発
送
は
、
６
月
中
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
市
県
民
税
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
昨
年
ま
で
課
税
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
方
に
対
し
て
も
、
納
税
通
知
書
が
届

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
県
民
税
が
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
方
（
特
別
徴
収
）
に
つ
い
て

は
、
各
事
業
所
に
「
特
別
徴
収
税
額
の

通
知
書
（
納
税
義
務
者
用
）」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

主
な
改
正
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

市
税
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

　

65
歳
以
上
で
、
合
計
所
得
金
額
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
方
に
適
用
さ
れ
て

い
た
老
年
者
控
除
（
住
民
税
48
万
円
、

所
得
税
50
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

●
公
的
年
金
控
除
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
公
的
年

金
収
入
か
ら
所
得
を
算
出
す
る
際
の
計

算
式
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
65
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度

　

市
県
民
税
の

　
　

主
な
改
正
に
つ
い
て

市
県
民
税
の
制
度
が

市
県
民
税
の
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

改
正
さ
れ
ま
し
た

今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

●
老
年
者
の
非
課
税
措
置
が

　
　
　
　
　
　

見
直
さ
れ
ま
し
た

　

65
歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
適
用
さ

れ
て
い
た
非
課
税
措
置
が
、
段
階
的
に

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
17
年
１
月
１
日
に
お
い
て
65
歳

に
達
し
て
い
た
方
（
昭
和
15
年
１
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
合
計
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
は
、
平
成

18
年
度
は
均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
税

額
の
３
分
の
２
を
減
額
し
、
平
成
19
年

度
は
３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
以
降
は
、
減
額
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
で
も
障
害
者
・

寡
婦
（
寡
夫
）
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

●
妻
に
対
す
る
均
等
割
額
が

　
　
　
　
　
　

見
直
さ
れ
ま
し
た

　

市
県
民
税
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て

い
る
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
で
、
扶

養
親
族
が
な
く
所
得
が
28
万
円
を
超
え

る
場
合
、
平
成
18
年
度
か
ら
均
等
割

（
４
，
０
０
０
円
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
ま
で
均
等
割
は
非
課
税

で
し
た
が
、
平
成
17
年
度
は
緩
和
措
置

と
し
て
２
分
の
１
の
額
（
２
，
０
０
０

円
）
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
定
率
減
税
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
11
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
、

市
県
民
税
所
得
割
の
「
定
率
に
よ
る
税

額
控
除
」（
定
率
減
税
）
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
所
得
割
額
の
15
％

（
４
万
円
が
限
度
）
を
減
税
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
18
年
度
は
所
得
割
額
の

７
．
５
％
（
２
万
円
が
限
度
）
に
半
減

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
定
率
減
税
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
所
得
税
額
の
20
％

（
25
万
円
が
限
度
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
18
年
分
所
得
税
で
は
10
％
（
12

万
５
千
円
が
限
度
）
に
半
減
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
７
１
〜
１
２
７
３

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５
（
直
通
）

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
５月11日・25日
６月８日 ５月28日 ５月28日を除く土・日

17時15分
～19時15分

８時30分
～17時15分

８時30分
～17時15分

市民課・保険年金課・
こども課・収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録
　・証明、所得課税証明などの発
　行
③転入、転出、転居届等の事務
④納税と納税相談の受付
 　　　･･････などの通常業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は、大変混雑します。手続
きに時間がかかる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　なお、他の時間帯は、円滑に発行・対応できますので、ご協力をお願
いします。

日 月 火 水 木 金 土

5/1０ 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 6/1 ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ 9 10

定率減税の見直しについて

住民税減税 所得税減税

17年度 15％
〔４万円限度〕

20％
〔25万円限度〕

18年度

7.5％
〔２万円限度〕

［18年６月から
半減］

10％
〔12万５千円限度〕

［18年１月から
半減］



❾

平成18年度から市税等納付書の様式が変更になります平成18年度から市税等納付書の様式が変更になります
　平成18年５月以降にお送りする市税等納付書につきまして、コンビニエンスストアで納められるようにな
ることに伴い、様式が下記のとおり変更になります。
　なお、今までどおり秩父市役所（収納課および埼玉りそな銀行秩父支店派出所）、吉田・大滝・荒川の各総
合支所会計課分室、指定の金融機関および郵便局（関東地区および山梨県）でも納められます。

○　期別の税額が30万円を超えるもの
○　バーコードが印字されていないもの
○　納期限を過ぎたもの（郵便局も含む）

＜コンビニで取扱できないもの＞

①　納付する期別の納付書のみをコンビニ、
金融機関、郵便局に持参します。

②　納付すると領収証書のみ渡されます。
③　領収証書は、大切に保管してください。
※固定資産税・市県民税（普通徴収）・国民健
康保険税の納付書には、納税通知書の裏面
に領収証書貼付け欄がありますので、ご利
用ください。

納付書の使い方

固定資産税納付書（市県民税（普通徴収）、国民健康保険税も同様です。）

金融機関控

軽自動車税納付書

金融機関控 納付者控
車検用納税証明書

問い合わせ
　収納課
　　☎２２－２２１０（直通）
　　☎２２－２２１１
　　　　　　　内線１２８５

○　納付前の納付書同士をホッチキスなどでつづ
らないでください。

＜注意点＞

納付者控

ここにバーコードが
印字されます

ここにバーコードが
印字されます



11

平成17年度公文書の公開請求等の状況を公表します平成17年度公文書の公開請求等の状況を公表します
　平成17年度における公文書の公開請求の状況を次のとおり公表します。なお、保有個人情報の開示請求等
はありませんでした。
問い合わせ　総務課　☎２２－２２５１（直通）

４
月
１
日
、
浦
山
地
区
の
森
川
町
会

と
南
町
会
が
合
併
し
、
新
た
に
浦
山
町

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
町
会
は
、旧
浦
山
村（
合

併
し
旧
影
森
町
）
が
合
併
し
、
旧
秩
父

市
と
な
っ
た
昭
和
33
年
か
ら
、
約
45
年

間
に
わ
た
り
地
域
の
自
治
会
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

４
月
９
日
に
は
、
秩
父
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
渓
流
荘
に
お
い
て
、
合
併
記

念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
新
た
な
町
会
の
誕
生
を
祝
福
し

ま
し
た
。

な
お
、
初
代
町
会
長
に
は
上
林
忠
男

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

☎
22

－

２
２
５
１
（
直
通
）

記念式典の来賓と浦山町会合併
推進委員の皆さん

浦
山
地
区
の

浦
山
地
区
の

町
会
が
合
併
し

町
会
が
合
併
し

浦
山
町
会
が

浦
山
町
会
が

誕
生
し
ま
し
た

誕
生
し
ま
し
た

平成１7年度公文書の公開請求の状況

№
区　分

公 文 書 の 名 称 ・ 内 容
決　定　内　容 実施機関

（担当課） 公開方法 決 定 日 請求者区分
請求 申出 決定 非公開部分

1 ○
平成15年１月分の市長交際費の出納簿、またはそれに代わる書類。
市長が交際費を支出する際に適用される規定、または支出基準を明
文化した書類。

公開 市　長
（秘書課） 写しの交付 H17.８.２ 市内の個人

2 ○
平成15年１月分の議長交際費の出納簿、またはそれに代わる書類。
議長が交際費を支出する際に適用される規定、または支出基準を明
文化した書類。

公開 議　会
（庶務課） 写しの交付 H17.８.２ 市内の個人

3 ○
平成18年度中学校教科書採択協議会議事録第２回。平成18年度中学
校教科書採択調査員報告書。平成18年度中学校教科書採択調査員名
簿。

公開 教育委員会
（学校教育課）写しの交付 H17.９.９ 市外の個人

4 ○ 平成18年度用中学校教科書採択についての審議会および調査委員の
調査結果報告書のまとめ綴り。（美術科） 公開 教育委員会

（学校教育課）写しの交付 H17.９.30 市外の法人

5 ○
平成17年度第６採択地区教科用図書採択協議会の議事録、資料およ
び各教科専門調査委員会の日程、専門員名簿、研究結果報告書（平
成18年度使用分）

公開 教育委員会
（学校教育課）写しの交付 H17.10.５ 市外の法人

6 ○ 平成17年４月１日から平成17年９月30日までに確認のおりた「建築
計画概要書」の２面・３面 部分公開 個人に関する

情報（印影等）
市　長

（建築住宅課）写しの交付 H17.12.８ 市外の個人

7 ○

①秩父市（請求日現在で秩父市となっている自治体を含む）が平成
12年度から平成17年11月５日までに【国有財産特別措置法第５条第
１項第５号】【道路法第90条第２項】【下水道法第36条】に基づく国
有財産譲与申請の為に契約した法定外公共物譲与申請作業業務委託
契約書および仕様書（個人情報部分を除く）
②上記申請の為に作成、または取得した｢国有財産特定図面｣およ
び｢国有財産特定図面位置確認図（箇所図、検索図）」（平成12年３
月大蔵省・建設省による「法定外公共物に係る国有財産の譲与申請
に関するガイドライン譲与申請編」11、12ページ記載の図面）の成
果品を電磁的記録（PDF、イメージファイルであるDXF、SHP、
MIF形式ファイルの内、何れかの方式（ファイル）一つで光ディス
ク等に複写したもの

部分公開
法人に関する
情報（契約受
諾者の代表者
印印影）

市　長
（管理用地課）写しの交付 H17.12.14 市外の個人

8 ○ 請求人の隣地（道路）秩父市小柱の道路使用許可の写し（電柱およ
び支線） 公　開 市　長

（管理用地課）写しの交付 H17.12.２ 市内の個人

9 ○
平成18年度用中学用教科用図書専門員調査研究報告書のまとめ綴り。
（英語、技術家庭科、美術）平成18年度中学校教科書採択協議会調
査専門委員名簿。

公　開 教育委員会
（学校教育課）写しの交付 H17.12.２ 市外の個人

10 ○ 秩父市小柱にある法定外公共物の国有財産譲与契約書、国有財産一
覧表、国有財産特定図面 公　開 市　長

（管理用地課）写しの交付 H18.１.27 市内の個人

11 ○ 平成17年10月１日から12月末までに確認通知書をおろした建築計画
概要書の２面・３面 部分公開 個人に関する

情報（印影等）
市　長

（建築住宅課）写しの交付 H18.３.30 市外の法人
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吉
田
花か

き卉
生
産
組
合
は
、
昭
和
53
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
組
合
員
は

８
人
で
す
。

　

ま
た
、
荒
川
花
卉
園
芸
組
合
は
、
昭

和
56
年
ご
ろ
養
蚕
業
の
衰
退
に
伴
い
、

以
前
か
ら
花
卉
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

る
農
家
が
集
ま
り
、
現
在
は
10
人
の
組

合
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
地
区
で
栽
培
を
行
っ
て
い
る
物

は
、
西
洋
リ

ョ
ウ
ブ
、
ボ

ケ
、
姫
リ
ョ

ウ
ブ
、
梅
、

オ
ミ
ナ
エ
シ
、

サ
ン
シ
ュ
ウ
、

白
ク
ジ
ャ
ク
、

ダ
リ
ヤ
、
パ

ン
パ
ー
ス
・

フ
ミ
ラ
な
ど

平成18年３月分 公共工事の発注状況を公表します
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

（競争入札）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

(税込／円）
契約金額
(税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

15日 平成19年１月31日 （仮称）秩父市上吉田複合型老人福祉施設整備工事
旧上吉田小学校
跡地 273,000,000 268,590,000 98.38 ㈱高橋組 建築住宅課

25－5214

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

（随意契約）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

(税込／円）
契約金額
(税込／円）

契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

15日 12月28日 バイオマス・コジェネ施設
建設工事 吉田元気村地内 244,860,000 243,600,000 99.49 月島機械㈱ バイオマス・環境総合研究所

22－2378

で
す
。
ま
た
、
荒
川
地
区
で
は
、
花
桃
、

桜
、
マ
ン
サ
ク
、
サ
ン
シ
ュ
ウ
、
レ
ン

ギ
ョ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
南
天
な
ど
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
出
荷
先
は
、
北
海
道
お
よ
び
東

北
地
方
の
各
市
場
と
東
京
都
内
の
各
市

場
、
道
の
駅
「
あ
ら
か
わ
」
お
よ
び
Ｊ

Ａ
ち
ち
ぶ
直
売
所
な
ど
で
す
。

　

秩
父
地
域
は
、
昼
夜
の
温
度
差
が
あ

っ
て
、
花
木
の
生
育
に
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
農
業
振
興
課

　

☎
25

－

５
２
１
０
（
直
通
）

　

吉
田
花
卉
生
産
組
合

　

☎
77

－

０
４
７
５

　

荒
川
花
卉
園
芸
組
合

　

☎
54

－

１
２
５
０

　

地
域
雇
用
創
造
の
核
と
な
る
産
業
の

新
た
な
雇
用
創
出
を
支
援
す
る
た
め
、

秩
父
市
と
秩
父
商
工
会
議
所
で
組
織
す

る
「
森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し
る
観

光
と
産
業
に
よ
る
雇
用
創
造
事
業
協
議

会
」
が
選
択
し
た
産
業
に
つ
い
て
、
市

内
で
起
業
す
る
事
業
主
が
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
労
働
者
を
継
続
し
て
雇

用
し
、
㈳
埼
玉
県
雇
用
開
発
協
会
へ
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
創
業
経
費
や
雇

入
れ
経
費
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

支
援
を
受
け
ら
れ
る
産
業
分
野
は
、

従
来
か
ら
の
地
域
貢
献
分
野
（
サ
ー
ビ

ス
10
分
野
）
と
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

新
た
に
地
域
重
点
分
野
（
観
光
産
業
分

野
）
と
し
て
市
が
認
定
を
受
け
た
３
つ

の
分
野
で
す
。

申
込
み　

㈳
埼
玉
県
雇
用
開
発
協
会

　

☎
０
４
８

－

８
２
４

－

８
７
３
９

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

秩
父
市
で
起
業
す
る
と

秩
父
市
で
起
業
す
る
と

地
域
創
業
助
成
金
が

地
域
創
業
助
成
金
が

国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

〜
地
域
創
業
助
成
金
の
ご
案
内
〜

助成対象となる産業分野
地域貢献分野……サービス10分野
①個人向け・家庭向けサービス
②社会人向け教育サービス
③企業・団体向けサービス
④住宅関連サービス　⑤子育てサービス
⑥高齢者ケアサービス　⑦医療サービス
⑧リーガルサービス　⑨環境サービス
⑩地方公共団体からのアウトソーシング

地域重点分野……秩父市が新たに認められた分野
①織物・衣服・身の回り品小売業
②飲食料品小売業
③一般飲食店

地域創業助成金の申請から支給までの流れ
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近
所
に
、
小
さ
な
子
ど
も
を
安
全
に

遊
ば
せ
る
こ
と
の
で
き
る
公
園
が
な
く

困
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
く
て
も
よ
い
の

で
、
公
園
ま
た
は
広
場
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
市
内
・
女
性
）

　

秩
父
市
内
に
は
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
、

羊
山
公
園
と
い
っ
た
大
型
の
公
園
が
２

か
所
、
小
型
の
児
童
遊
園
タ
イ
プ
の
公

園
が
47
か
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

型
公
園
に
つ
い
て
は
数
・
面
積
と
も
充

分
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の

と
お
り
、
児
童
遊
園
地
は
秩
父
市
の
面

積
を
考
え
る
と
充
分
と
は
い
え
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
子
ど
も
が
安
全
に

遊
べ
る
公
園
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

別
所
地
区
に
あ
る
秩
父
流
水
公
園
プ
ー

ル
を
、
今
後
は
「
こ
ど
も
遊
園
地
」
と

し
て
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

昨
年
度
、
中
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
は
、

芝
生
広
場
に
木
製
ブ

ラ
ン
コ
や
ロ
ー
プ
遊

具
・
ベ
ン
チ
の
設
置

を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
既
存
の
公
園
の

施
設
拡
充
や
改
修
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
工
事
に
伴
う
空
き
地

や
市
有
地
を
利
用
し
て
、
積
極
的
に
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
設
置
も
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
の
方
が
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
投
書
へ
の
問
い
合
わ
せ

　

公
園
課
☎
22

－

２
６
０
３
（
直
通
）

投
書
箱
担
当　

広
報
広
聴
課

　

☎
22

－

２
５
０
５
（
直
通
）

お
知
ら
せ

　

何
で
も
投
書
箱
に
投
書
い
た
だ
い
た

も
の
の
中
か
ら
、
市
報
掲
載
可
の
も
の

に
つ
い
て
掲
載
を
し
て
い
ま
す
が
、
秩

父
広
域
市
町
村
圏
組
合
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
の
他
団
体
に
関
す
る
投
書
に

つ
い
て
は
、
掲
載
可
で
あ
っ
て
も
他
団

体
の
た
め
掲
載
で
き
ま
せ
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

公
園
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

　
「
ワ
ッ
わ
わ
輪
が
３
つ
」

　

フ
ラ
フ
ー
プ
の
輪
の
中
を
大
き
な

ボ
ー
ル
を
転
が
す
ゲ
ー
ム

★
Ｃ

－

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
！

★
鼓
笛
隊

★
纏
パ
レ
ー
ド

★
極
真
空
手
演
舞

★
屋
台
囃
子
実
演

★
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
ク
イ
ズ

結
果
当
選
者
発
表

　

３
月
の
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
（
第
２
２

１
回
）
で
行
い
ま
し
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
ク
イ
ズ

に
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
結
果
】
日
本
10
点
vs
キ
ュ
ー
バ
６
点

で
日
本
が
Ｗ
Ｂ
Ｃ
初
代
優
勝
国
と
な
り

ま
し
た
。

【
当
選
者
】
お
米
５
㎏
（
３
名
様
）

　

大
野
原
・
小
林
様
、
横
瀬
・
本
橋
様
、

　

大
宮
・
坂
本
様

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

第
２
２
３
回

第
２
２
３
回

　

み
や
の
か
わ

　

み
や
の
か
わ

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

５
月
５
月
2020
日
㈯
午
後
７
時
〜

日
㈯
午
後
７
時
〜

別所にある秩父流水公園プールは、「こど
も遊園地」として整備していく予定です。

★
福
引
き
大
会

　

市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
第
２
２
３
回
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

の
福
引
き
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
20
日
㈯
午
後
７
時
〜

と
こ
ろ　

き
の
じ
や
向
い　

福
引
会
場

※
お
１
人
様
１
回
限
り

※
先
着
１
，
０
０
０
名
様
限
り

済

　

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
最
新
情
報
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.bazarland.co.jp/710/

青
少
年
非
行
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

花
い
っ
ぱ
い
運
動
実
施
中
！

　

４
月
15
日
〜
30
日
の
16
日
間
、
妙
見

の
森
公
園
広
場
（
消
防
署
跡
地
）
に
て

秩
父
市
ま
ち
な
か
物
産
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

羊
山
公
園
と
妙
見
の
森
公
園
広
場
を

結
ぶ
巡
回
バ
ス
が
運
行
し
、
多
く
の
観

光
客
等
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

秩
父
市
ま
ち
な
か
物
産
展
報
告
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第
一
方
面
隊

【
副
方
面
隊
長
】

▽
伊
古
田
俊
▽
浅
見
茂
男
▽
坂
本
和

彦
▽
桝
本
昭
夫
▽
浅
見
裕
一

【
方
面
部
長
】

▽
長
嶋
宏
明　

町
田
雅
男　

川
上
貴

小
石
川
康
彦
（
兼
第
一
部
隊
長
）

▽
守
屋
武
久
（
兼
第
二
部
隊
長
）
長

谷
川
純
司
▽
古
川
雄
一　

八
木
秀
太

郎　

永
田
進
（
兼
第
三
部
隊
長
）

▽
大
久
保
英
行　

笠
原
浩　

大
久
保

正
弘　

岩
田
泰
彦　

関
田
雄
一　

原

嶋
潤
（
兼
第
四
部
隊
長
）

【
部
隊
長
】

▽
浅
賀
龍
二　

宮
前
勉　

町
田
敬

第
二
方
面
隊

【
副
方
面
隊
長
】

▽
浅
見
康
男　

森
栄　

清
水
栄
二　

坂
本
勝
幸

【
方
面
部
長
】

▽
町
田
裕
男　

福
嶋
正
則　

落
田
剛

司
（
兼
第
一
部
隊
長
）
▽
持
田
和
之

堀
口
英
昭
（
兼
第
二
部
隊
長
）
▽
笠

原
真　

富
田
陽
一　

島
田
辰
男　

内

田
一
男　

島
嵜
正
夫
（
兼
第
三
部
隊

長
）
▽
片
山
文
之　

斎
藤
孝　

松
沢

喜
亮
（
兼
第
四
部
隊
長
）

吉
田
大
田
方
面
隊

【
副
方
面
隊
長
】

▽
上
原
章
男　

青
葉
繁　

引
間
明
雄

井
澤
広
宣　

新
井
英
雄　

垣
堺
輝
一

篠
塚
良
一

【
方
面
部
長
】

▽
小
池
健　

永
田
正
明　

倉
林
宏
治

上
原
忠　

青
葉
寿　

塩
田
隆
之　

横

田
和
也　

林
政
春　

中
原
豊　

飯
塚

国
広　

加
藤
利
行　

串
田
倉
一　

上
井
信
喜　

髙
野
厚
志　

入
澤
郁
夫

秩父市消防団組織が再編されました秩父市消防団組織が再編されました
（大規模単一消防団の誕生）（大規模単一消防団の誕生）

　平成17年４月の連合消防団制から本年４月１日、単一消防団制へ再編し、様々な災害に対応できる消防団
組織をつくりました。
　秩父市消防団の定員は1,231人で、今回の再編は、消防隊員の指揮の統率や従事する消防隊員が迅速に行動
できるように市町村合併後の早い時期に行うことにより、市民の皆さんの安全や財産を災害から守るために
行ったものです。

新
井
正
裕　

中
野
聡
洋

【
部
隊
長
】

▽
栁
原
徳
男　

新
井
正
巳　

石
野
雅

禎　

田
村
幸
男　

栗
原
武
史　

茂
木

克
彦　

小
池
謙
司　

中
野
操　

新
井

信
義　

落
合
孝　

黒
沢
一
勝　

大
滝
荒
川
方
面
隊

【
副
方
面
隊
長
】

▽
山
中
正
宗　

内
藤
憲
十
郎　

新
井

永
寿　

神
塚
浩
治　

山
中
新
一　

小

林
浩　

新
井
達
美　

福
井
建
夫

【
方
面
部
長
】

▽
加
藤
伸
之　

山
口
吉
司　

磯
田
茂

木
村
誠
司　

神
塚
滝
郎　

山
中
高
久

大
崎
修　

武
石
稔　

川
田
幸
一

【
部
隊
長
】

▽
横
田
好
一　

江
田
直
人　

茂
木
勝

行　

加
藤
滋　

山
中
宏
巳　

宮
川
健

治　

川
合
良
成　

山
中
聡　

山
中
信

行　

小
山
田
行
輝　

大
澤
春
章　

笠

原
優
一　

小
林
幸
夫　

浅
海
誠　

飯

野
好
之　

深
田
一
幸　

山
中
周
一　

児
玉
淳　

小
笠
原
清
人

（
副
方
面
隊
長
以
下
、
敬
称
略
）

大滝荒川方面隊長
平野宣夫 氏

吉田大田方面隊長
山口泰弘 氏

第２方面隊長
永田勝美 氏

大滝荒川管区長
江田治雄 氏

大滝荒川管区長
山中　武 氏

吉田管区長
新井幸和 氏

中央管区長兼第１方面隊長
浅見　健 氏

統括監　中島國夫 氏管理監　芦田茂二 氏管理監　千島　進 氏

本
部
役
員

管
区
お
よ
び
方
面
隊
役
員

問
い
合
わ
せ

消
防
団
事
務
局

　

☎
21

－

０
１
２
７

各
総
合
支
所
総
務
課

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
１

　

本
部
お
よ
び
事
務
局
は
、
６
月

４
日
以
降
よ
り
、
秩
父
消
防
署
原

谷
分
駐
所
へ
移
転
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
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秩父市消防団新体制の組織表
名　　　　　　　　　　　　称 区　　　　　　　　　　　　　　　域

秩 父 市 消 防 団 本 部 事　　　務　　　局 市　　　　内　　　　全　　　　域

中 央 管 区

第 １ 方 面 隊

中 央 特 別 部 隊 第 １ お よ び 第 ２ 方 面 隊 の 区 域

第 １ 部 隊

第 １ 分 隊 上町
第 ２ 分 隊 中町
第 ３ 分 隊 日野田町
第 ４ 分 隊 東町
第 ５ 分 隊 野坂町

第 ２ 部 隊
第 １ 分 隊 熊木町
第 ２ 分 隊 本町
第 ３ 分 隊 番場町
第 ４ 分 隊 上野町

第 ３ 部 隊

第 １ 分 隊 宮側町
第 ２ 分 隊 道生町
第 ３ 分 隊 中村町
第 ４ 分 隊 別所
第 ５ 分 隊 近戸町

第 ４ 部 隊

第 １ 分 隊 中久那
第 ２ 分 隊 巴川
第 ３ 分 隊 上久那
第 ４ 分 隊 旭町の一部　巴
第 ５ 分 隊 旭町の一部　八幡
第 ６ 分 隊 大沼、栄、宮本
第 ７ 分 隊 浦山

第 ２ 方 面 隊

第 １ 部 隊

第 １ 分 隊 中宮地町、下宮地町
第 ２ 分 隊 滝の上町、大畑町、阿保町、永田町、柳田町、金室町
第 ３ 分 隊 上宮地町
第 ４ 分 隊 桜木町
第 ５ 分 隊 相生町

第 ２ 部 隊

第 １ 分 隊 宮崎
第 ２ 分 隊 大野原
第 ３ 分 隊 諏訪
第 ４ 分 隊 上黒谷
第 ５ 分 隊 下黒谷

第 ３ 部 隊

第 １ 分 隊 上寺尾、中寺尾
第 ２ 分 隊 下寺尾
第 ３ 分 隊 下蒔田
第 ４ 分 隊 上蒔田、中蒔田
第 ５ 分 隊 田村

第 ４ 部 隊

第 １ 分 隊 上山田
第 ２ 分 隊 中山田
第 ３ 分 隊 下山田
第 ４ 分 隊 栃谷
第 ５ 分 隊 定峰

吉 田 管 区 吉田大田方面隊

吉 田 特 別 部 隊 吉田大田方面隊の区域

第 １ 部 隊
第 １ 分 隊 太田
第 ２ 分 隊 伊古田
第 ３ 分 隊 品沢
第 ４ 分 隊 小柱、堀切

第 ２ 部 隊
第 １ 分 隊 本町、椋本、上町、仲町、新志
第 ２ 分 隊 阿熊下、阿熊中、阿熊上
第 ３ 分 隊 久長上、久長元、藤頼
第 ４ 分 隊 取方、桜井

第 ３ 部 隊
第 １ 分 隊 藤沢、新田原、関小暮
第 ２ 分 隊 上野釜の上赤紫、橋倉、布里田中、矢畑、井上
第 ３ 分 隊 沢口、漆木、中郷、沢戸、半納
第 ４ 分 隊 太田部上、太田部下

第 ４ 部 隊
第 １ 分 隊 石間戸、大棚部、宮戸、中島、千鹿谷
第 ２ 分 隊 久形、女部田、大波見
第 ３ 分 隊 小川戸、塚越、女形
第 ４ 分 隊 明ケ平、小川

荒 川 特 別 部 隊 第３および第４部隊の区域

第 １ 部 隊
第 １ 分 隊 強石、巣場、大血川
第 ２ 分 隊 大達原、大輪、神岡
第 ３ 分 隊 大久保、二瀬、麻生寺井、上中尾、栃本、川又
第 ４ 分 隊 三峰

第 ２ 部 隊
第 １ 分 隊 落合、三十槌
第 ２ 分 隊 鶉平、小双里、滝の沢、浜平、塩沢
第 ３ 分 隊 中双里、中津川
第 ４ 分 隊 小倉沢

第 ３ 部 隊

第 １ 分 隊 久那、上石原、下石原
第 ２ 分 隊 栃久保、糀屋、船川、越
第 ３ 分 隊 事上、下半縄、上半縄、坂口
第 ４ 分 隊 芦川、寺沢、下日野
第 ５ 分 隊 大塚、松葉、小野原、鷺巣、柴原

第 ４ 部 隊
第 １ 分 隊 豆早原、橋場、原
第 ２ 分 隊 中野、青梅、上サ
第 ３ 分 隊 上郷、上平、反平、下郷
第 ４ 分 隊 猪鼻、町分、古池、大指
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３
月
26
日
、
秩
父
消
防
本
部
に
て
、

秩
父
市
消
防
団
へ
新
し
い
活
動
用
車
両

　新築住宅について、平成18年６月１日から、既存
の住宅等については平成20年６月１日から、火災報
知器の設置が義務づけられました。

「火災報知器を設置しなければならない」
と業者が訪問してきたら

　悪質商法のひとつに「消防署の方から来ました」
とあたかも署員のように訪問して消火器等を売りつ
ける「かたり商法」があります。
　今後、この手の悪質商法の火災警報器版が発生す
ることが考えられます。公的機関を名乗ったり、不
当に高額な販売にはご注意ください。
　財団法人日本消防設備安全センターが、住宅用火
災警報器に関する相談窓口を開設しています。
対　象　住宅用火災警報器に関する個人からの一般
的な相談
　☎０１２０－５６５－９１１（フリーダイヤル）
受付時間　平日午前９時～午後５時
問い合わせ　市民生活課　☎２５－５２００（直通）

火災報知器の
悪質商法にご用心を

　広報紙や回覧板でお知らせしました新築住宅への住宅火災報知器の設置が、今年の６月１日から施行され
ます。
　これに伴い、現在建っている住宅（既存住宅）も平成20年６月１日から施行されます。
☆住宅用火災警報器の種類は？
　天井取付型と壁掛け型（いずれも家庭用電源
と電池式）があります。
☆どのような建物が対象になるの？
　戸建住宅、長屋住宅、共同住宅等（自動火災
報知設備が設置されている場合は、住宅用防災
警報器の設置は免除）に設置が必要です。
☆取付場所は？
　　寝室および寝室がある階の階段
☆住宅用火災警報器の取り付け方法は？
　天井に取り付ける場合は、壁または梁

はり

から
0.6ｍ以上離す。
　壁面に取り付ける場合は、天井から下方0.15
ｍ以上0.5ｍ以内の高さ。
※いずれも、換気扇やエアコン等の吹き出し口
から1.5ｍ以上離します。

「日本消防設備安全センターのリーフレットより抜粋」

秩
父
市
消
防
団
に

秩
父
市
消
防
団
に

新
活
動
用
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

新
活
動
用
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

住宅火災から命を守ろう！住宅火災から命を守ろう！
消防本部からのお願い消防本部からのお願い

が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
消
防
施
設
事
業
と
し
て
機
動

力
の
高
い
消
防
ポ
ン
プ
車
３
台
と
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
11
台
を
交
付
し
、

秩
父
市
の
消
防
防
災
の
推
進
を
図
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
４
月
１
日
か
ら
、
広
範
囲
と
な

っ
た
秩
父
市
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
団

の
組
織
を
再
編
し
、
新
車
両
の
活
用
と
合

わ
せ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
団
事
務
局

　

☎
21

－

０
１
２
７

新しく配備された活動用車両の
活躍が期待されます

問い合わせ　秩父消防本部予防課
　　　　　　☎２１－０１２１
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№ 講　　座　　名 実施曜日 時　　間 募集人員 参加費（円） 備　　　　　　　　考
１ 初心者茶道教室 2･4木曜日 18：30 ～ 20：30 10人 年 2,000 主催講座　流派は表千家です。お茶、お菓子代等別

№ ク ラ ブ 名 実施曜日 時　　間 募集人員 会費（円） 備　　　　　　　　考
１ 水墨画（午前） 2・4土曜日 10：00 ～ 12：00 ７人 月 1,000
２ 水墨画（午後） 2・4土曜日 13：30 ～ 15：30 ５人 月 1,000
３ ペン字 1・3木曜日 ９：30 ～ 11：30 14人 月 1,000
４ 絵画 1・3土曜日 ９：00 ～ 15：00 ７人 月 1,000
５ エアロビクス・月 毎週月曜日 10：00 ～ 12：00 20人 半年 6,000
６ 民踊 毎週火曜日 10：00 ～ 12：00 ５人 半年 4,000
７ 将棋 1・3日曜日 13：00 ～ 17：00 13人 年 3,000 大会を年３回開催します。
８ カラオケ 2・4土曜日 18：45 ～ 20：45 ３人 半年 1,500
９ マリン（水泳） 毎週水曜日 10：00 ～ 12：00 ８人 月 2,000 初心者大歓迎
10 レモン（水泳） 毎週木曜日 10：00 ～ 12：00 ５人 3か月 6,000 初心者大歓迎
11 書道 1・3月曜日 19：00 ～ 21：00 10人 月 1,000
12 金曜ダンス（社交） 2･4金4月曜日 19：20 ～ 20：50 12人 3か月 3,500 初心者大歓迎

13 コーラスさくら草
毎週金曜日 10：30 ～ 12：00

18人 月 1,500 金曜水曜同内容です。
毎週水曜日 19：00 ～ 21：00

14 押し花 1・3火曜日 14：00 ～ 16：00 ５人 月 1,500 材料費別
15 ハーモニカＰＭ 2・4木曜日 14：00 ～ 16：00 ５人 3か月 3,000 ハーモニカ３本セット等代金12,000円別にかかります。
16 写真 3金曜日 19：00 ～ 21：00 ３人 年 2,000
17 英語読書 毎週水曜日 19：00 ～ 20：30 10人 半年 6,000 中学生以上で英語に興味のある方大歓迎！
18 絵手紙 2・4金曜日 10：00 ～ 12：00 ５人 3か月 3,000 絵具等道具代9,000円程度別にかかります。
19 ハイビスカス秩父（フラダンス） 毎週金曜日 13：00 ～ 15：30 10人 3か月 3,000 第2.4.5金曜日は自主練習です。
20 折り紙 1・3金曜日 10：00 ～ 12：00 ５人 月 1,000 材料費別
21 ３B体操 毎週木曜日 13：15 ～ 15：00 ５人 月 2,000 体操用道具4,885円別にかかります。

と　き　５月22日㈪～26日㈮　午前９時～午後５時  
電話　（☎22－0658）で受け付けし、先着順で締め切ります。（市内在住の方優先）

電話申込後、各講座･クラブの実施日に参加費または会費（安全互助会費500円別途）をお持ちください。

申込の受付

再　募　集

№ ク ラ ブ 名 実施曜日 時　　間 募集人員 会費（円） 備　　　　　　　　考
１ ヨガ月･昼 毎週月曜日 10：00 ～ 11：30 ２人 年 10,000

追 加 募 集

と　き　５月22日㈪　午前10時～10時15分（市内在住の方優先）
※申込みには、本人（代理可）が会費（安全互助会費500円別途）を持参のうえ、時間厳

守でお越しください。指定時間内に受け付けられない場合は、失格となりますので余裕を持ってお願いします。
　また、募集人員より多く申込みがあった場合は、抽選となりますのでご了承ください。

申込の受付
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１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ

ン
ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
広
報
広
聴
課
（
〒
３
６
８
ー

８
６
８
６　

熊
木
町
８
ー
15
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
２
歳
に
な
る
月
ま
で
は
、
翌
月
の
抽

選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち
ぶ
」

に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
方
法

「ボク、1歳になったよ！」

（上　町）

吉田　圭
けい

汰
た

 くん
大好きなプーさんと一緒！！

（上　町）

坂本　葉
は

名
な

 ちゃん

雨
降
ら
ず
固
く
育
ち
し
大
根
を
こ
ご
と
言
い
つ
つ
妻
き
ざ
み
お
り 

上
吉
田　

垣
堺　

鶴
吉

一
枝
の
桜
手
折
り
て
飛
び
立
ち
し
特
攻
の
友
偲
ぶ
春
の
日 

下
吉
田　

関　

清
一
郎

山
鳩
の
声
を
聞
き
つ
つ
登
る
坂
峰
の
向
こ
う
は
吾
の
古
里 

上
吉
田　

中
野　

兼
子

如
月
の
望
月
の
夜
に
姉
逝
き
ぬ
か
の
西
行
に
あ
や
か
り
し
如 

吉
田
久
長　

関　
　

孝
一

よ
く
見
れ
ば
公
孫
樹
の
大
樹
芽
吹
き
初
む
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
か
す
め
て
行
き
ぬ 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

小
学
生
が
車
椅
子
の
子
真
ん
中
に
守
り
て
青
き
草
踏
み
て
行
く 

太　

田　

永
田　
　

友

リ
ハ
ビ
リ
に
通
う
道
の
辺
草
青
み
春
の
気
配
を
日
毎
確
か
む 

下
影
森　

堀
口
キ
ミ
ヱ

喜
寿
越
え
し
妻
を
伴
い
孫
の
待
つ
福
岡
の
街
へ
と
羽
田
飛
び
た
つ 

吉
田
石
間　

新
井
喜
久
次

新
聞
の
配
達
員
と
声
交
は
し
今
朝
も
道み

ち路
掃
く
夫
と
二
人
で 

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

古
希
す
ぎ
て
春
に
集
い
し
同
窓
生
多
く
の
友
は
薬
持
参
で 

山　

田　

大
嶌　

映
子

今月の応募作品
　 俳句 109句
　 短歌 84首

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15、秩父市役所広報広聴課へ、
必ず官製はがきでお送りください。（５月末締切り分→７月号に掲載）

　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所、氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

（
評
）山
中
永
大
さ
ん
の
作
品
は
、健
や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
の
想
い
を
秘
め
て
大
景
を
詠
い
あ
げ
ま
し
た
。
宮
下
照
子
さ
ん
は
、

変
声
期
の
子
へ
の
成
長
の
喜
び
を
、
春
雷
と
照
応
し
て
表
白
し
ま
し
た
。
木
村
む
ら
子
さ
ん
は
、
色
褪
せ
た
前
垂
か
ら
余
寒
の

発
見
に
転
換
し
ま
し
た
。
江
原
伸
治
さ
ん
は
、
靄
の
中
に
鶯
の
初
音
を
捉
え
た
喜
び
を
切
れ
字
で
生
か
し
ま
し
た
。
大
野
安
治

さ
ん
は
、
春
へ
の
期
待
を
中
七
以
下
に
表
白
し
ま
し
た
。
山
中
資
治
さ
ん
は
、
ダ
ム
の
村
の
広
が
り
を
、
長
閑
さ
の
具
象
を
通

し
て
詠
い
ま
し
た
。
原
島
公
恵
さ
ん
は
、
凝
視
か
ら
畝
間
に
連
な
る
自
分
の
影
を
発
見
し
ま
し
た
。
坂
本
幸
英
さ
ん
は
人
生
の

機
微
に
、
吉
田
勝
彦
さ
ん
は
風
土
性
に
、
設
楽
ひ
ろ
子
さ
ん
は
心
の
動
き
に
触
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
佳
句
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。

秩
父
嶺
を
尾
鰭
の
叩
く
鯉
の
ぼ
り

春

雷

や

声

変

り

し

て

電

話

口

六

地

蔵

前

垂

褪

せ

し

余

寒

か

な

峡
の
宿
靄
を
突
き
来
る
初
音
か
な

雑
木
山
芽
吹
の
用
意
と
と
の
え
り

鍬
を
研
ぎ
長
閑
に
暮
る
る
ダ
ム
の
村

耕

人

の

畝

間

に

影

を

重

ね

て

は

妻

逝

き

し

歳

月

め

ぐ

り

桜

咲

く

つ
ば
く
ろ
の
巣
作
り
許
す
峡
の
駅

姿
な
き
笹
鳴
き
耳
を
す
ま
せ
け
り

（
評
）垣
堺
さ
ん
、
大
根
一
本
の
出
来
不
出
来
も
自
然
の
こ
と
わ
り
の
中
に
あ
る
の
が
解
り
ま
す
。
下
句
に
お
も
し
ろ
さ
が
出
て

い
ま
す
。
関
さ
ん
、
思
い
偲
ぶ
こ
と
が
生
き
残
っ
た
者
の
務
め
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
野
さ
ん
、
上
句
か
ら
下
句
へ
の
つ

な
が
り
が
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
関
孝
一
さ
ん
、西
行
の「
願
は
く
は
花
の
し
た
に
て
春
死
な
む
そ
の
如
月
の
望
月
の
こ
ろ
」

を
下
敷
に
詠
ま
れ
ま
し
た
。
西
行
は
願
い
通
り
桜
咲
く
如
月
（
旧
暦
）
の
望
月
の
翌
日
、
十
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
岩

田
さ
ん
、
公
孫
樹
の
芽
吹
き
の
上
を
と
ぶ
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
一
瞬
を
捉
え
て
若
々
し
さ
が
出
ま
し
た
。
永
田
さ
ん
、
小
学
生

の
優
し
い
行
為
を
自
然
の
中
に
見
、
詠
ま
れ
ま
し
た
。
堀
口
さ
ん
、
道
の
辺
の
何
げ
な
い
変
化
に
春
を
感
じ
て
い
ま
す
。
新
井

さ
ん
、
お
二
人
で
九
州
ま
で
行
く
心
の
高
ぶ
り
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
竹
村
さ
ん
、
毎
朝
の
日
課
と
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

大
嶌
さ
ん
、
古
希
を
過
ぎ
て
の
同
窓
会
の
情
景
が
結
句
で
お
も
し
ろ
く
な
り
ま
し
た
。
吉
田
地
区
の
方
々
の
応
募
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
大
滝
、
荒
川
地
区
の
皆
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
ま
す
。

野
坂
町　

山
中　

永
大

上　

町　

宮
下　

照
子

近
戸
町　

木
村
む
ら
子

番
場
町　

江
原　

伸
治

下
吉
田　

大
野　

安
治

三　

峰　

山
中　

資
治

田　

村　

原
島　

公
恵

上
吉
田　

坂
本　

幸
英

中
宮
地
町　

吉
田　

勝
彦

上　

町　

設
楽
ひ
ろ
子

竹
内
弥
太
郎　

選

俳　
　
　

句

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌
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開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
５
月
10
日
〜
６
月
30
日
の
休
館
日

10 水 21 日 大
11 木 22 月 秩・荒・吉
12 金 23 火
13 土 大 24 水
14 日 大 25 木
15 月 秩・荒・吉 26 金
16 火 27 土 大
17 水 28 日 大
18 木 29 月 秩・荒・吉
19 金 30 火
20 土 大 31 水 秩

１ 木 17 土 大
２ 金 18 日 大
３ 土 大 19 月 秩・荒・吉
４ 日 大 20 火
５ 月 秩・荒・吉 21 水
６ 火 22 木
７ 水 23 金
８ 木 24 土 大
９ 金 25 日 大
10 土 大 26 月 秩・荒・吉
11 日 大 27 火
12 月 秩・荒・吉 28 水
13 火 29 木
14 水 30 金 秩
15 木
16 金

◇
夏
季
の
開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

６
・
７
・
８
月
の
毎
週
金
曜
日
、
秩
父

図
書
館
１
階
に
限
り
、
試
行
的
に
午
後

６
時
か
ら
８
時
ま
で
開
館
時
間
を
延
長

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
６
月
30
日
は
金
曜
日
で
す
が
、
月
末

閉
館
日
の
た
め
、
前
日
の
29
日
に
午

後
８
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
お
は
な
し
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

５
月
13
・
27
日
、
６
月
10
・
24
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等

を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
横

に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
１
５
回

　

名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
あ
ゝ
野

麦
峠
』（
第
一
部
）

　
（
１
９
７
９
年
、

日
本
、
50
分
）

監　

督　

山
本
薩
夫

出　

演　

大
竹
し
の

ぶ
、
原
田
美
枝
子
、

三
国
連
太
郎
、
地
井

武
男
、
北
林
谷
栄

内　

容　

明
治
35
年

の
冬
。
北
ア
ル
プ
ス

の
白
い
峰
を
背
に
、

松
明
（
た
い
ま
つ
）

の
灯
が
続
く
。
そ
れ

６月

は
飛
騨
の
高
山
か
ら
信
州
の
諏
訪
へ
向

か
う
少
女
た
ち
の
集
団
だ
っ
た
。
彼
女

ら
は
安
い
契
約
金
で
製
糸
工
場
に
働
き

に
行
く
の
で
あ
る
。
吹
雪
の
野
麦
峠
を

越
え
、
工
場
に
着
く
と
、
み
ね
や
は
な

に
と
っ
て
過
酷
な
労
働
が
待
っ
て
い
た
。

大
長
編
の
た
め
、
５
月
と
６
月
の
２
回

に
わ
け
て
上
映
し
ま
す
。
今
回
は
『
懐

か
し
の
映
画
パ
ー
ト
３
』
の
講
演
も
あ

り
ま
す
。

◎
５
月
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

６
月
13
日
の
火
曜
日
、
午
前
11
時
か

ら
（
約
30
分
）

  

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

　

５
月
27
日
、
６
月
24
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

※
今
年
度
か
ら
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。

  

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

●
転
出
・
転
居
の
際
は
ご
連
絡
を

　
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を
お
持

ち
の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
が
変
わ
ら
れ
た
際
は

図
書
館
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
図
書
館
を
利
用
す
る
機
会
が
な
く

な
る
方
は
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を

図
書
館
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

５月

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

移動図書館車「しばざくら号」が市内を巡回します移動図書館車「しばざくら号」が市内を巡回します
　平成18年度から、秩父市の移動図書館車「しばざくら号」は、市民の
方にご利用いただけるステーションを、荒川西小学校職員駐車場、大滝
中学校駐車場、上吉田塚越風間商店前の３か所に開設しました。お気軽
に近くのステーションへお越しください。各ステーションの駐車時間、
巡回日は下記のとおりです。
駐車場所 荒川西小学校　職員駐車場 大滝中学校　駐車場 上吉田塚越　風間商店前
駐車時間 14：00～14：30 11：15～11：45 14：30～15：00

巡　
　

回　
　

日

５月11日㈭ ５月18日㈭ ５月30日㈫
６月８日㈭ ６月15日㈭ ６月29日㈭
７月６日㈭ ７月12日㈬ ７月14日㈮
９月７日㈭ ９月14日㈭ ９月28日㈭
10月５日㈭ 10月20日㈮ 10月26日㈭
11月２日㈭ 11月７日㈫ 11月30日㈭
12月７日㈭ 12月14日㈭ 12月15日㈮
２月８日㈭ ２月15日㈭ ２月23日㈮
３月８日㈭ ３月６日㈫ ３月13日㈫

◎大雨等不測の事態の場合は、巡回できませんので、地域の図書館にお問い合わせく
ださい。
◎貸出には『図書館利用カード』が必要です。利用カードがない方は、その場で発行
しますので、身分証明書をお持ちください。
◎貸出期間は次回巡回日までです。
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●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ポリオ予防接種】満３か月～７歳６か月未満
　５月30日㈫　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票を持参してください。
●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　６月23日㈮　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票を持参してください。
●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　６月19日㈪　10：00～11：30（※９：30から受付）
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　６月14日㈬　13：30～15：30（※13：00から受付）
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み
●【ウオーキング教室】市内在住の方
　５月24日㈬　受付９：00～９：30
　集合場所　吉田保健センター
　持ち物　水分補給用の水筒またはペットボトル
　参加費　昼食代として700円（自己負担）
　申込み　５月19日㈮までに吉田保健センターへ申込み
●【健康相談】
　毎月１～10日まで（土、日、祝日は除く）相談予約を
受け付けています。

　希望される方は、直接または電話で吉田保健センター
へお申し込みください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月23日㈮ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成18年１・２月生まれ
平成17年７・８月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月７日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

※平成18年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【“肝炎ウイルス検診”が今年度で終了になります】
　国のＣ型肝炎等緊急総合対策として、平成14年度から
５か年計画で実施している“肝炎ウイルス検診”が今年
度で終了となります。左表の対象となる方で、これまで
肝炎ウイルス検診を受けていない方はこの機会に受診さ
れることをお勧めします。また、44～74歳でこれまで肝
炎ウイルス検診を受けていない方で、希望される場合は
各保健センターへお問い合わせください。
●【健康相談のお知らせ　～骨密度測定を実施します～】
内　容　医師の診察・相談、骨密度測定（要予約）、尿検査、
体脂肪測定、保健師・栄養士の相談ほか
※骨密度測定は事前に予約が必要です。
　各実施会場へ電話または直接お申し込みください。
（吉田保健センター会場先着40人、他各会場先着15人）
　骨密度測定を希望しない場合は、事前の申込みは必要
ありません。

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　５月18日㈭　内容：泥んこ遊び
　６月５日㈪　内容：ごしごし教室
　10：30～11：30　大滝幼稚園
●【育児相談・健康相談】
　６月13日㈫　13：00～15：00　大滝総合支所内
　※母子健康手帳・健康手帳を持参してください。

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

● 【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　５月25日㈭、６月８日㈭　９：30～ 11：10
●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　５月24日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票を持参してください。
●【ポリオ予防接種】満３か月～７歳６か月未満
　６月27日㈫　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票を持参してください。
●【健康相談】（一般市民）
　５月16日㈫、６月20日㈫　13：00～14：00
　※健康手帳を持参してください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
５月24日㈬ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診

10 か 月 児 健 診
平成17年12月・平成18年１月生まれ
平成17年６・７月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
６月５日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談

身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）

●【胃がん・子宮がん検診】（個別）
　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けられま
す(それぞれ先着200人)。毎月１～７日（土、日、祝日を
除く）に各保健センターで申込みを受け付けています。
●【言語リハビリ教室】

※初めての方は各保健センターへお申し込みください。

月 　 日 受付時間 会　　場 電 話 番 号
６月６日㈫

13：30～14：30
影森公民館 22‒0777

６月７日㈬ 高篠公民館 22‒1220
６月８日㈭ 尾田蒔公民館 23‒9010
６月９日㈮ 13：00～14：00 吉田保健センター 77‒1112
６月12日㈪

13：30～14：30

老人福祉センター
渓流荘 22‒7117

６月13日㈫ 原谷公民館 22‒0658
６月23日㈮ 久那公民館 22‒1495
７月４日㈫ 大田公民館 62‒1440

月 　 日 会　　場 受付時間
６月13日㈫ 秩父保健センター 13：30～15：30６月20日㈫ 吉田保健センター
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　　　　　先着100人（予約制）
　内　容　歯科検診、ブラッシング指導、フッ素塗布（希

望者）など
　申込み　５月30日㈫から電話または来所にて受け付け

ます。秩父保健センターへお申し込みください。
　※当日は、普段お子さんが使用している歯ブラシ、コ

ップ、タオル、母子手帳をご持参ください。

●【保健センターまつり】
と　き　６月11日㈰　午前10時～午後３時
ところ　秩父保健センター
内　容　健康相談、歯科相談・講話、薬剤師の相談、市
立病院看護師の講話、介護相談、栄養相談、アルコール
パッチテスト、体内脂肪・血圧・背筋力・上体そらし・
活力年齢・脳年齢・足指力測定・鍼灸マッサージ（先
着60人）、骨密度測定（先着60人）、頚動脈エコー（先着
100人）、スカットボール、父親（親子）との遊び方（手
遊びゲーム）、試飲、フランクフルト、焼団子、ポップ
コーン、作品展示・販売、バザーなどの各コーナーがあ
ります。また、このページ左上の引換券をお持ちの方、
先着200人に粗品を差し上げます。
※駐車場は、西小学校北門から入り、校舎裏側をご利用
ください。
●【予防接種委託医療機関の内容変更について】
　健康カレンダーの掲載に一部変更がありましたので、
お知らせします。
　関根医院で受けられる予防接種は、次のとおりとなり
ますのでご注意ください。

●【基本健康診査の申込受付が始まります】
　基本健康診査は今年度より、法律の改正に伴い、健診
内容が「40～64歳の方」と「65歳以上の方」で変わりま
す。このため、受診される方がスムーズに健診を受けら
れるよう、日時を指定させていただくため申込みをとる
ことになりました。
　詳しくは、今月号の市報と一緒に配布する「基本健康
診査申込みのお知らせ」をご覧になり、受診を希望され
る方は期日までに各保健センターにお申し込みください。
●【結核健診、肺がん、大腸がん、前立腺がん、肝炎ウ
イルス検診のお知らせ】

　これらの検診を基本健康診査と同日実施します。これ
らの検診については、事前の申込みは必要ありません。
直接会場にお越しください。
　日程・会場については、５月号の市報と一緒に配布す
る基本健康診査のチラシをご覧ください。

※対象年齢については、平成19年３月31日までにこの年
齢になる方を含みます。

※75歳以上、65歳以上で重度の障がいのある方、生活保
護および市民税非課税世帯の方は検診料が無料です。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【予防接種】（集団）

●【歯みがき教室】
　と　き　６月18日㈰　午前10時～
　対　象　平成16年４月～平成16年６月生まれの幼児
　　　　　（旧吉田町を除く）

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
６月15日㈭ 13：00～14：00 ３ 歳 児 健 診 平成15年２月生まれ
６月21日㈬ 13：00～14：00 乳児（10か月児）健診 平成17年８月生まれ
６月27日㈫ 13：00～14：00 乳児（４か月児）健診 平成18年１月生まれ
６月29日㈭ 13：00～14：00 １ 歳 ６ か 月 児 平成16年11月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月８日㈭ ９：30 ～ 10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象
三種混合 ６月２日㈮

７月３日㈪ 13：30～14：30 満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ６月22日㈭
７月10日㈪ 13：30～14：30 満３か月～６か月未満

ポ リ オ
５月18日㈭
５月22日㈪
６月14日㈬

13：30～14：30 満３か月～７歳６か月未満

誤 正
麻しん風しん混合
麻しん
風しん
三種混合
日本脳炎

麻しん風しん混合
麻しん
風しん

検 診 名 対　　象 検 診 料 内　　　　容
結核健診 15歳以上 無　   料 問診・胸部レントゲン撮影

肺がん検診 40歳以上 600円
（容器代含む）

喀たん検査（家庭で３日間
の痰を取り、後日提出）

大腸がん検診 40歳以上 500円
（容器代含む）

便潜血反応検査（家庭で２
日間の便を取り、後日提出）

前立腺がん検診 50歳以上の男性 300円 血液検査（前立腺特異抗体検査）

肝炎
ウイルス検診

40歳・45歳
50歳・55歳
60歳・65歳
70歳の方
上記以外で※注１
に該当する方

無　　料

血液検査（B型・C型肝炎
検査）
※注１①過去に肝機能の異常
と指摘された方
②手術や分娩その他で多量
出血があり、肝機能検査を
受けていない方
※注２過去に検査を受けた方
はご遠慮ください。　　



22

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

６月６日㈫・15日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士６月13日㈫

10時～15時
吉田総合支所
（振興会館）

※要電話予約
５月22日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権

毎月第２・４水曜
６月１日㈭　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員５月17日㈬　13時～16時 大滝総合支所
６月21日㈬　13時～16時 荒川総合支所

行 政

５月15日㈪
６月19日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員６月５日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

６月12日㈪ 荒川総合支所
５月22日㈪
６月26日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント
行 政 手 続 ６月13日㈫　13時～15時 行政書士
登 記 ５月17日㈬・６月21日㈬

13時～15時
司法書士
土地家屋調査士

税 務 ６月５日㈪　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ６月27日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者
暴力について ５月25日㈭・６月22日㈭

10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ５月23日㈫・６月27日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ５月12日㈮・６月９日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
※相談日が祝祭日の場合はお休みとなります。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）☎22－2211内線1321・1322

相談名 相　談　日 問い合わせ
子 育 て 毎週月・水・金曜

９時～16時
子育て支援センター
☎22－7282 22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎日（土・日・祝日を除く）
8時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（日・祝日を除
く）９時～18時

フレンドリー　☎22－7785（身
体障がい） ☎22－7045（知的
障がい） 22－7055土曜  ９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　毎日（土・日・祝
日を除く）９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

人 権
毎日（土・日・祝日を除く）
8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談　毎週
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 毎週木曜　９時～17時
ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業

ハローワーク秩父ステーションプラザ
毎日（土・日・祝日を除く）９時～17時
吉田総合支所　毎週月
曜　９時～16時30分

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
8時30分～17時 ※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中小企業者向
けよろず金融

6/14  13時～16時30分  ※前々日までに要予約
会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 社協荒川事務所　6/10
13時～16時 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514心 配 ご と 吉田総合支所　　5/25
13時～16時

電
動
生
ご
み
処
理
機
と
は
？

　

生
ご
み
を
分
解
、
減
量
、
堆
肥
化
す

る
た
め
の
電
動
式
の
装
置
で
す
。

補
助
内
容

　

各
家
庭
で
購
入
し
た
電
動
生
ご
み
処

理
機
に
つ
い
て
、
購
入
金
額
の
２
分
の

１
（
最
高
２
０
，
０
０
０
円
を
限
度
）

を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

対　

象

①
市
内
在
住
の
方
（
事
業
所
を
除
く
）

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
よ
り
生
じ
る
堆

肥
等
を
原
則
と
し
て
自
宅
利
用
で
き

る
方

④
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
電
動
生

ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
方

受
付
期
間

　

現
在
受
付
中
で
す
。（
た
だ
し
、
予

定
基
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
生
活
衛

生
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
支
援

課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
購
入
予
定
の
電
動
生
ご
み
処
理
機
が

補
助
対
象
と
な
る
か
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72

－

０
８
６
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
家
庭
に

電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
家
庭
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　春の行政相談
週間の一環とし
て特設相談を開
設します。
　毎日の暮らし
の中で、国の仕
事などについて
の苦情や要望は
ありませんか。行政相談員がご相談に応じ
ます。
　相談は無料で秘密は守られますので、お
気軽におたずねください。

と　き　５月22日㈪
　　　　午後１時～３時
ところ　荒川総合支所２階相談室
問い合わせ　荒川総合支所市民支援課
　　　　☎５４－２３９５（直通）

「特設行政相談」を「特設行政相談」を
開設します開設します
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国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
者
の
種
別
は
職
業
に
よ
っ
て
次

の
3
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者

・ 

第
1
号
被
保
険
者

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
業
、
自
営

業
、
学
生
、
フ
リ
ー
ア
ル
バ
イ
タ
ー

な
ど
（
日
本
在
住
で
第
2
号
被
保
険

者
・
第
3
号
被
保
険
者
を
除
く
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
）

・
第
2
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
な
ど

（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
加
入
者
）

・
第
3
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人（
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
配
偶
者
）

保
険
料
の
納
付

・
第
1
号
被
保
険
者

月
額　

１
３
，
８
６
０
円

（
自
分
で
納
め
る
）

・
第
2
号
被
保
険
者

加
入
し
て
い
る
制
度
で
拠
出
金
と
し

て
負
担

・
第
3
号
被
保
険
者

配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る
制
度
で
拠

出
金
と
し
て
負
担
（
自
分
で
納
め
る

必
要
な
し
）

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

・ 

第
1
号
被
保
険
者

◎
会
社
や
役
所
等
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
た
と
き

↓
届
出
先
は
、
勤
務
先

◎
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
の
配
偶
者
と
し
て
扶
養
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
↓
届
出
先
は
、

配
偶
者
の
勤
務
先

◎
配
偶
者
が
会
社
や
役
所
等
に
就
職
し
、

そ
の
配
偶
者
と
し
て
扶
養
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
↓
届
出
先
は
、
配

偶
者
の
勤
務
先

・ 

第
2
号
被
保
険
者

◎
会
社
や
役
所
等
を
退
職
し
自
営
業
や

無
職
に
な
っ
た
と
き
↓
届
出
先
は
、

市
役
所
保
険
年
金
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
市
民
支
援
課

◎
会
社
や
役
所
等
を
退
職
し
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
の

配
偶
者
と
し
て
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
↓
届
出
先
は
、
配
偶
者

の
勤
務
先

・ 

第
3
号
被
保
険
者

◎
配
偶
者
が
会
社
や
役
所
等
を
退
職
し

た
と
き
↓
届
出
先
は
、
市
役
所
保
険

年
金
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
支

援
課

◎
収
入
が
増
え
て
配
偶
者
と
し
て
扶
養

さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
↓
届
出
先
は
、

市
役
所
保
険
年
金
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
市
民
支
援
課

◎
会
社
や
役
所
等
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
た
と
き

↓
届
出
先
は
、
勤
務
先

※
届
出
を
忘
れ
た
ま
ま
に
す
る
と
、
年

金
が
減
額
さ
れ
た
り
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
な
ど
の
不
利
益
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

第
1
号
被
保
険
者
は
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
世
帯
主

や
配
偶
者
に
つ
い
て
も
連
帯
し
て
保
険

料
の
納
付
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。（
国
民
年
金
法
第
88
条
）

国
民
年
金
は
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
制
度
で
す
！

　平成18年３月27日から「石綿による
健康被害の救済に関する法律」が施行
されました。
　申請書や請求書の受付を、３月20日
から始めていますのでご相談ください。

医療費等の救済給付
　労災保険法等で補償されない石綿
（アスベスト）による中皮種や肺がん
を発症している方、およびこの法律の
施行前にこれらの疾病を発症し死亡し
た方のご遺族に対して、医療費等の救
済給付が支給されます。
　一部の保健所等でも申請受付ができ
るよう準備を急いでおりますが、当面
は、独立行政法人環境再生保全機構ま
たは環境省地方環境事務所にご相談の
うえ、申請の手続きを行ってください。
問い合わせ
　環境再生機構
　☎０１２０－３８９－９３１
　（フリーダイヤル）
　関東地方環境事務所
　☎０４８－６００－０８１５

特別遺族給付金の支給
　石綿（アスベスト）を取り扱う作業
に従事したことにより中皮種や肺がん
等を発症し、平成13年３月26日以前に
死亡した労働者等の遺族であって、時
効により労災保険法に基づく遺族補償
給付を受ける権利が消滅した方に対し
て、特別遺族給付金が支給されます。
　給付金の支給を希望する遺族の方は、
最寄りの労働基準監督署にご相談のう
え、請求手続きを行ってください。
問い合わせ
　秩父労働基準監督署
　☎２２－３７２５

石綿（アスベスト）石綿（アスベスト）
健康被害者および健康被害者および
ご遺族へのご遺族への

大切なお知らせです大切なお知らせです

平成18年度「児童福祉週間」標語
「大切だよ　信らいすること　されること」
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市
で
は
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に
、

年
度
内
1
回
に
限
り
人
間
ド
ッ
ク
検
診

料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
方

１
．
検
診
日
に
、
資
格
を
取
得
し
て
か

ら
6
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
方

２
．
検
診
日
に
、
満
35
歳
以
上
の
方

３
．
申
請
時
に
、
国
民
健
康
保
険
税
を

完
納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

申
請
方
法　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
指
定
医

療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
検
診
の
申
込
み

を
し
、
予
約
が
取
れ
ま
し
た
ら
保
険
証

を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
保
険
年
金
課
、

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課
に
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
項
目
は
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
指
定
医
療
機
関
に
よ
り
検
査

費
用
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

補
助
額　

２
８
，
０
０
０
円
（
1
年
度

1
回
限
り
）

補
助
方
法　

申
請
し
該
当
す
る
と
「
秩
父

市
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
検
診
利

用
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

受
診
当
日
に
指
定
医
療
機
関
に
こ
の

利
用
券
を
提
出
す
る
と
、
検
診
料
か
ら

補
助
金
額
２
８
，
０
０
０
円
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。

※
特
定
年
齢
人
間
ド
ッ
ク

　

平
成
18
年
度
中
（
4
月
1
日
〜
平
成

19
年
3
月
31
日
）
に
50
歳
（
昭
和
31
年

4
月
1
日
〜
昭
和
32
年
3
月
31
日
生
ま

れ
）
ま
た
は
60
歳
（
昭
和
21
年
4
月
1

日
〜
昭
和
22
年
3
月
31
日
生
ま
れ
）
に

な
る
方
は
自
己
負
担
が
２
，
０
０
０
円

で
人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

18
年
度
中
に
受
け
な
い
と
通
常
の
助

成
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
度
中

に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

35
歳
以
上
の

国
保
加
入
者
の
方
に

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
を

補
助
し
ま
す

検査項目一覧
1 一般理学的検査 9 血液学的検査
2 身体計測 10 血清学的検査
3 心電図検査 11 生化学的検査
4 肺機能検査 12 糞便検査
5 聴力検査 13 胸・腹部X線検査
6 眼科系検査

14 消化器系（食道・胃・
十二指腸）Ｘ線検査7 腹部超音波検査

8 尿一般検査 15 面接

医療機関名 所在地 電話番号
埼玉医科大学付属病院 入間郡毛呂山町

　大字毛呂本郷38 0492-76-1550
藤間病院総合健診システム 熊谷市末広2-137 048-522-0600
国保町立小鹿野中央病院 小鹿野町

　大字小鹿野300 75-2332
秩 父 病 院 宮側町16-12 22-3022
関 根 医 院 日野田町2-19-27 23-0777
秩 父 第 一 病 院 中村町2-8-14 25-0311
あ ら い ク リ ニ ッ ク 本町1-18 25-2711
秩 父 生 協 病 院 阿保町1-11 23-1300
ライフサポートクリニック 川口市

　東領家4-11-23 048-223-2576

皆 野 病 院 皆野町
大字皆野2031-1 62-6300

倉林外科胃腸科医院 黒谷305-2 23-0968

指定医療機関一覧（順不同・敬称略）

　健康保険法等の規定に基づいて入院時の食事負担が、
次のとおり１日単位から１食単位に変更されます。
・右下表の②および③に該当する方は、加入している
医療保険の保険者（老人保健は居住地の市町村）の
発行する減額認定証を、被保険者証等に添えて医療
機関の窓口に提出することにより、減額が受けられ
ます。
・詳しくは、加入している医療保険の保険者（老人保
健は居住地の市町村）までお問い合わせください。
・医療機関で提供される食事の内容が変わるものでは
なく、食事の負担額について、１食単位の計算に変
更するものです。
国民健康保険および老人保健の方の問い合わせ
　保険年金課　☎２５－５２０１（直通）
各総合支所市民支援課
吉田☎７２－６０８１
大滝☎５５－０８６３
荒川☎５４－２３９５

４月１日から

入院時の食事についての入院時の食事についての
負担方法が変わりました負担方法が変わりました

変更前 変更後

① 一般の方
1日につき

→
1食につき

780円 260円

②

市町村民税非課税の世帯に
属する方等（③以外の方）

1日につき
→
1食につき

650円 210円

（過去１年間の入院日数が
90日を超えている場合）

1日につき
→
1食につき

（500円） （160円）

③ ②のうち、所得が一定の基準
に満たない70歳以上の方等

1日につき
→
1食につき

300円 100円

秩父警察署からのお知らせ
最近、侵入盗やバイク盗が多発しています。戸締りをしっかりするなど、十分に注意してください。



25

５　

月　

の　

納　

税

固
定
資
産
税　
　
　

第
１
期
分

軽
自
動
車
税　
　
　

第
１
期
分

納
期
限
は
５
月
31
日
㈬
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の

で
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
替
税
目
の
追
加
や
納
税
義

務
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
収
納
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
毎
月
10
日
ま
で
に
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
月
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
方
は
、
翌
月

か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

な
お
、
5
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

28
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

収
納
課

　

☎
22

－

２
２
１
０
（
直
通
）

　

市
で
は
、県
税
（
自
動
車
税
に
限
る
）

の
収
納
業
務
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

収
納
場
所　

市
役
所
会
計
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
会
計
課
分
室

収
納
期
間　

５
月
31
日
㈬
の
納
期
限
ま
で 

収
納
日
・
収
納
時
間　

市
役
所
お
よ
び

各
総
合
支
所
の
開
庁
日
、
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

そ
の
他　

市
民
お
よ
び
市
内
の
法
人
等

を
対
象
に
、
平
成
18
年
度
課
税
分
の
自

動
車
税
の
み
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

会
計
課

　

☎
25

－

５
２
１
９
（
直
通
）

県
税（
自
動
車
税
）の

収
納
業
務
を
行
い
ま
す

申
請
時
に
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

認
め
印
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

手
数
料　

1
件
に
つ
き
１
５
０
円

委
任
状
が
必
要
な
方

　

本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
の
方

が
申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
状
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
の
方
が
申

請
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

平
成
18
年
度
の

所
得
証
明
書
・　
　

（
非
）課
税
証
明
書
は

６
月
６
日
㈫

か
ら
交
付
し
ま
す

そ
の
他　

平
成
18
年
度
の
所
得
証
明
書

は
、
平
成
17
年
中
に
お
け
る
所
得
の
証

明
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
０
９
（
直
通
）

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２

各
総
合
支
所
税
務
担
当

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５
（
直
通
）

秩
父
市
教
育
研
究
所
が

移
転
し
ま
し
た

  

教
育
研
究
所
お
よ
び
教
育
相
談
室

（
ひ
ま
わ
り
教
室
）
が
、
４
月
か
ら
旧

秩
父
市
議
会
仮
会
議
棟
２
階
に
移
転
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
施
設
や
設
備
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
秩
父
市
の
教
育
の
拠
点
と
し

て
、
学
校
職
員
の
研
修
や
調
査
・
研
究

等
の
事
業
を
今
ま
で
以
上
に
充
実
・
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
相
談
室
や
適
応
指
導
教

室
と
し
て
の
学
習
室
も
整
備
し
、
落
ち

着
い
て
教
育
相
談
や
学
習
を
進
め
る
環

境
も
整
え
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
教
育

研
究
所
お
よ
び
教
育
相
談
室
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
研
究
所

　

☎
22

－

２
４
４
６
（
直
通
）

　

教
育
相
談
室

　

☎
22

－

２
２
２
８

22

－

２
５
０
７

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告
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退
職
金
づ
く
り
は

【
中
退
共
】
で

不用品のリサイクルコーナー
　市では、自分には不用になったが、まだ利用でき
るものなので譲りたい、または、譲ってほしいとい
う希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

譲
り
た
い
物

たんす、レーザーディスク（カラオケ用）、人形ケー
ス、ポータブルトイレ、食器と調理用具、自転車（男
児用）、ホットカーペット、石油ファンヒーター

譲
っ
て
ほ
し
い
物

自転車（大人用、子ども用）、ミシン、卓球台、エア
コン、竹馬、柔道着（子ども用）、オーブンレンジ、
毛布、チャイルドシート、ベビーカー、ベッド（畳、ベ
ビー、ダブル）、レーザーディスク（カラオケ用）、パ
ソコン、トラクター、ベビークーハン、電子ピアノ、ソ
ファとローテーブル、パソコン用机とイス

登
録
状
況

　譲りたい物 ８件
　譲ってほしい物 33件

（平成18年４月17日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　なお、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲
り受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市
民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

　

し
っ
か
り
し
た
退
職
金
制
度
を
持
つ

こ
と
は
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
や
従
業

員
の
労
働
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
も
重

要
な
こ
と
で
す
。
中
退
共
制
度
（
中
小

企
業
退
職
金
共
済
制
度
）
は
、
安
全
確

実
し
か
も
有
利
な
退
職
金
制
度
を
手
軽

に
準
備
で
き
ま
す
。

中
退
共
制
度
の
特
色

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で
き

ま
す
。

▼
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

▼
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業
間
を

転
職
し
た
場
合
に
通
算
が
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま

す
。
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支
払

い
ま
す
の
で
、
管
理
が
簡
単
で
す
。

▼
掛
金
に
対
し
一
部
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

①
国
の
補
助

・
新
し
く
加
入
す
る
事
業
主
に
掛
金
月

額
の
２
分
の
１
（
従
業
員
ご
と
の
上

限
５
，
０
０
０
円
）
を
加
入
後
４
か

月
目
か
ら
１
年
間
補
助
し
ま
す
。

・
掛
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
増
額
分

の
３
分
の
１
を
増
額
月
か
ら
1
年
間

補
助
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
増
額
前

の
掛
金
月
額
が
１
８
，
０
０
０
円
以

下
の
場
合
）

②
市
の
補
助

・
新
規
加
入
（
再
入
会
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
）
の
事
業
所
に
つ
い
て
1
か

月
の
掛
金
の
20
％
以
内
（
従
業
員
ご

と
の
上
限
１
，
０
０
０
円
以
内
）
を

３
年
間
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

中
退
共
東
京
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
３

－

３
４
３
６

－

４
３
５
１

　

市
役
所
工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

５
・
６
月
の

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
☎
24

－

５
２
２
２

と　　き と　こ　ろ 内　　　　容 定員
5/19㈮

14：00～16：00
ハローワーク秩父
会議室 面接対策・就職の心得（座学） 30人

5/22㈪
13：00～16：00 吉田総合支所　 中高年齢者の求職活動につ

いて　（演習） 30人
5/24㈬

14：00～16：00
ハローワーク秩父
ステーションプラザ

中高年齢者の求職活動につ
いて（座学） 15人

5/26㈮
13：30～16：30

ハローワーク秩父
会議室 面接対策・就職の心得（演習） 30人

5/31㈬
13：30～16：30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

中高年齢者の求職活動につ
いて（演習） 15人

6/7㈬
14：00～16：00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

履歴書・職務経歴書の書き
方（座学） 15人

6/9㈮
14：00～16：00

ハローワーク秩父
会議室

中高年齢者の求職活動につ
いて（座学） 30人

6/12㈪
13：00～15：00 吉田総合支所　 履歴書・職務経歴書の書き

方（座学） 30人

吉
田
総
合
支
所
に

職
業
相
談
室
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

４
月
か
ら
吉
田
総
合
支
所
2
階
に
、

職
業
相
談
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

毎
週
月
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
職

業
相
談
」
の
ほ
か
、
総
合
支
所
の
開
庁

時
は
い
つ
で
も
求
人
情
報
が
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

求
人
情
報
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

管
内
に
つ
い
て
の
求
人
情
報
で
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
秩
父
で
公
開
し
て
い
る
も
の

と
同
様
の
内
容
で
す
。

　

内
容
は
、毎
週
月
曜
日
に
更
新
し
ま
す
。

　

ま
た
、
求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
も

月
２
回
今
ま
で
ど
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

５
月
17
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

ベ
ス
ト
電
器
ヤ
オ

（
秩
父
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
）

５
月
23
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

秩
父
鉄
道
秩
父
駅

（
秩
父
ナ
シ
ョ
ナ
ル

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
）

６
月
16
日
㈮

午
後
２
時
45
分
〜４

時
吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー

（
吉
田
献
血
協
力
会
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22
ー
０
６
４
８
（
代
表
）

市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、広報広聴課へお問い合わせください。
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守
ろ
う
人
間
の
尊
さ
を

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

そ
ば
打
ち
・

そ
ば
か
り
ん
と
う
作
り
体
験

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

男
女
共
同
参
画
情
報
紙

「
あ
べ
に
ー
る
〜
未
来
〜
」

企
画
編
集
員
募
集

ち
ち
ぶ
文
学
碑
マ
ッ
プ

が
完
成
し
ま
し
た

６
月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬

　
　

第
48
回
水
道
週
間

　

若
者
（
高
校
生
を
含
む
）
に
訓
練
実

習
を
体
験
し
て
も
ら
い
、「
も
の
づ
く

り
」
に
か
か
わ
る
多
様
な
職
業
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
職
業
選
択
や
進
路
選
択

に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、「
体
験
入

校
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
日　

５
月
27
日
㈯

※
秩
父
校
に
つ
い
て
は
６
月
３
日
㈯

対　

象　

入
校
希
望
者
、「
も
の
づ
く

り
」
を
体
験
し
た
い
人
で
概
ね
30
歳
ま

で
の
方

内　

容　

高
等
技
術
専
門
校
の
全
科
目

（
例
：
工
作
機
械
を
使
用
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
木
製
パ
ズ
ル
等
の
製
作
、

O
A
事
務
体
験
等
）

申
込
み　

実
施
日
前
日
ま
で
に
各
高
等

技
術
専
門
校
へ
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
職
業
能
力
開
発
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－
４
５
９
８

　

郵
便
局
で
は
、
身
体
・
知
的
障
が
い

者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
認

識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

重
度
障
が
い
者
の
希
望
さ
れ
る
方
に
、

青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

封
筒
に
、
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
は
が

き
を
入
れ
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

重
度
障
が
い
者
の
方
へ

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
を

無
償
配
布
し
ま
す

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、

療
育
手
帳
Ⓐ
・
A
を
お
持
ち
の
方

配
布
枚
数　

１
人
20
枚

申
込
み　

５
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
最
寄

の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
代

筆
可
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
郵
便
局
郵
便
課

　

☎
22

－

３
５
０
４

　

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
専
門
講
座
・
秩

父
文
学
碑
探
訪
コ
ー
ス
の
活
動
の
集
大

成
で
す
。
２
年
間
で
受
講
生
が
実
際
に

現
地
を
訪
れ
て
調
査
し
た
75
点
の
文
学

碑
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
写

真
約
50
点
、
A
２
版
フ
ル
カ
ラ
ー
）

　

５
月
17
日
㈬
か
ら
、
歴
史
文
化
伝
承

館
1
階
窓
口
に
て
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

　

48
回
目
を
迎
え
る
水
道
週
間
が
6
月

1
日
か
ら
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。『
安
全
と　

お
い
し
さ
ご
く
り　

水
道
水
』
を
合
言
葉
に
、
生
活
に
欠
か

せ
な
い
水
、
百
年
の
歴
史
を
越
え
た
近

代
の
水
道
に
つ
い
て
考
え
る
週
間
で
す
。

　

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
、
水
に

よ
っ
て
生
命
を
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
資
源
で
あ
る
大
切
な
水
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
今
一
度
考
え
て
見
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
の
持
つ
多
く
の
機
能
を
十
分
に
生

か
し
、
地
球
環
境
を
考
え
、
水
の
あ
る

豊
か
な
暮
ら
し
を
次
の
世
代
へ
残
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

５
月
８
日
は
、「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」

（
赤
十
字
の
創
始
者
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ

ナ
ン
の
誕
生
日
）
で
す
。

　

赤
十
字
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

活
動
資
金
（
社
資
）
に
よ
り
、
世
界
の

人
命
尊
重
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

と　

き　

６
月
16
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

石
間
交
流
学
習
館

内　

容　

水
車
で
そ
ば
挽
き
見
学
・
そ

ば
打
ち
・
そ
ば
か
り
ん
と
う
作
り
体
験
。

参
加
し
た
方
に
、
水
車
で
挽
い
た
そ
ば

粉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

費　

用　

１
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定　

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

申
込
み　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
5
月
31
日
㈬

ま
で
に
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９

－

１
５
９
２　

秩
父
市
下
吉
田
６
５
８
５

－

２　

☎
72

－

６
０
８
３

77

－

１
５

２
９
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
生
、
女
性
問
題
等
に
関
心
の

あ
る
方
、
イ
ラ
ス
ト
や
文
章
を
書
く
の

が
好
き
な
方
、
取
材
を
通
し
て
い
ろ
い

ろ
な
人
々
と
出
会
っ
て
み
た
い
方
。
一
緒

に
情
報
紙
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
!

内　

容　

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
「
あ

べ
に
ー
る
〜
未
来
〜
」（
年
２
回
発
行
）

の
企
画
編
集

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男

女募集
人
数　

３
人

任　

期　

２
年

応
募
方
法　

市
民
生
活
課
の
応
募
用
紙
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る

用
紙
の
請
求
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　

５
月
31
日
㈬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

平成18年　勤労青少年の標語
『「働く」って　けっこう嬉しい！　かなり楽しい！』

県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
　

体
験
入
校
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す
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秩
父
市
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

市
営
住
宅
（
空
家
）

入
居
者
募
集

思
い
出
の
ス
キ
歌
を

み
ん
な
で
唄
お
う
！

あ
な
た
の

「
青
春
時
代
の
思
い
出
の
曲
」

を
募
集
し
ま
す

尾
田
蒔
公
民
館

女
声
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ

受
講
生
募
集

活
動
内
容　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
に
お
け
る
重
要
な
指
定
事
項
を
審

議
し
ま
す
。
ま
た
、
公
文
書
公
開
請
求

等
に
対
す
る
公
開
決
定
等
に
つ
い
て
不

服
申
立
て
が
あ
っ
た
際
に
、
決
定
が
適

正
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

公
募
人
数　

１
人

任　

期　

平
成
18
年
６
月
1
日
〜
平
成

20
年
５
月
31
日

応
募
資
格　

①
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
18
年
６
月
１
日
現
在
、
70
歳
以

下
の
方

③
応
募
日
現
在
、
本
市
の
他
の
附
属
機

関
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

応
募
方
法　

秩
父
市
附
属
機
関
等
委
員
公

募
申
込
書
を
、
本
庁
総
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
ほ
か
、
総
務
課
や
各
総
合
支
所
総
務

課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

５
月
15
日
㈪
〜
24
日
㈬（
土
・

日
を
除
く
）

選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
書
類
お
よ
び
面

接
に
よ
り
選
考
を
行
い
、
選
考
の
結
果

は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他　

審
査
会
は
年
数
回
程
度
行
わ

れ
、
委
員
に
は
、「
秩
父
市
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

報
酬
が
支
払
わ
れ
る
と
と
も
に
、
審
査

の
過
程
で
知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
守

秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

☎
22

－

２
２
５
１
（
直
通
）

申
込
受
付
期
間

５
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮

※
申
込
書
は
受
付
期
間

前
で
も
配
布
し
て
い

ま
す
。

申
込
者
の
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
場
所
が
あ
り
、

市
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と
す
る

世
帯
全
員
の
収
入
の

総
額
が
、
基
準
の
範

囲
内
に
あ
る
こ
と
。

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

入
居
予
定
時
期　

平
成
18
年
７
月
ご
ろ

（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
築
住
宅
課

　

☎
25

－

５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

吉
田
☎
72

－

６
０
８
４
（
直
通
）

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１
（
直
通
）

荒
川
☎
54

－

２
３
９
２
（
直
通
）

　

１
９
６
０
年
代
か
ら
80
年
代
の
曲
で
、

あ
な
た
が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

曲
は
な
ん
で
す
か
?
曲
名
と
そ
の
思
い

出
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

「
思
い
出
の
曲
」
1
曲
と
、
そ
の
曲
に

ま
つ
わ
る
思
い
出
を
記
載
し
て
、郵
送
・

F
A
X
・
E
メ
ー
ル
・
持
参
の
い
ず
れ

か
の
方
法
に
よ
り
荒
川
総
合
支
所
総
務

課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
任
意
の
も
の
で
結
構

で
す
が
、
荒
川
総
合
支
所
お
よ
び
荒

川
公
民
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

締　

切　

５
月
31
日
㈬
必
着

そ
の
他 

○
「
思
い
出
の
曲
」
の
み
の
応
募
で
も

結
構
で
す
。

○
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
の
記
載
は

任
意
で
す
。（
匿
名
可
）

○
「
思
い
出
の
曲
」
お
よ
び
「
思
い
出
」

は
、
６
月
17
日
㈯
開
催
の
「
思
い
出

の
ス
キ
歌
を
み
ん
な
で
唄
お
う
!
」

の
際
に
発
表
・
紹
介
し
ま
す
。

提
出
先　

荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

〒
３
６
９

－

１
８
９
４　

　

秩
父
市
荒
川
上
田
野
１
７
３
４

－

６

54

－

２
９
７
６

E
メ
ー
ル

ar

‐so
m
u
@
city.ch

ich
ib
u
.lg.jp

　

荒
川
総
合
支
所
で
は
、
旧
議
場
を
利

用
し
て
「
思
い
出
の
ス
キ
歌
を
み
ん
な

で
唄
お
う
!
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
17
日
㈯
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
（
午
後
６
時
開
場
）

と
こ
ろ　

荒
川
総
合
支
所
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル
熊
倉

内　

容

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
思
い
出
の
曲
を

基
に
「
思
い
出
の
ス
キ
歌 

秩
父
市
版

ベ
ス
ト
30
」
を
発
表
し
上
位
の
楽
曲
を

演
奏
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
曲
に
ま
つ

わ
る
「
思
い
出
」
も
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
青
春
時
代
の
思
い
出
の
曲

を
口
ず
さ
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

出　

演　

飯
塚
要
子

入
場
料　

無
料
（
先
着
80
人
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
54

－

２
１
１
１

と　

き　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

尾
田
蒔
公
民
館
集
会
室

講　

師　

悳　

潤
子
先
生

参
加
費　

月
額
２
，
０
０
０
円

募
集
人
員　

20
人

申
込
み　

尾
田
蒔
公
民
館

　

☎
23

－

９
０
１
０

住宅名 募集戸数 所在地 間取り 家賃 建設年度 備　　考

永田 2戸 永田町4番 3K 7,900 ～
15,400円 S44

浴槽・風呂
釜持込
駐車場なし

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。
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浦
山
公
民
館

盆
栽
教
室

　
　

受
講
生
追
加
募
集

技
能
講
習
受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
座
参
加
者
募
集

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館

対　

象　

勤
労
青
少
年

申
込
み　

参
加
費
を
添
え
て
歴
史
文
化

伝
承
館
1
階
事
務
室
（
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
に
あ
る
、
未
完
成
な
作
品
を

持
っ
て
き
て
、
先
生
に
看
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　
毎
月
10
日
、
午
後
7
時
〜
9
時

対　

象　

一
般
成
人

講　

師　

新
井
昌
志
先
生

募
集
人
員　

5
人
（
定
員
15
人
）

受
講
料　

年
間
１
，
０
０
０
円

　

布
で
か
わ
い
い
カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル

を
作
り
ま
す
。
普
段
、
針
を
使
わ
な
い

方
で
も
簡
単
に
仕
上
が
り
ま
す
。

と　

き　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対　

象　

一
般
成
人

講　

師　

大
久
保
冨
士
子
先
生

募
集
人
員　

10
人

会　

費　

月
額
２
，
０
０
０
円

費　

用　

1
体
の
人
形
を
作
成
す
る
た

め
に
材
料
費
が
２
，
５
０
０
円
程
度
か

か
り
ま
す
。
年
間
で
7
体
程
度
の
人
形

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
み　

影
森
公
民
館

　

☎
22

－

０
７
７
７

影
森
公
民
館

カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
教
室

受
講
生
募
集

申
込
み　

浦
山
公
民
館

　

☎
24

－

４
９
１
２

高
篠
公
民
館

健
康
料
理
教
室

　
　
　
　

受
講
生
募
集

　

体
脂
肪
を
減
ら
す
料
理
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

毎
月
第
４
金
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
（
年
間
10
回
・
８
月
は
休
み
）

と
こ
ろ　

高
篠
公
民
館
調
理
室

講　

師　

羽
田
裕
美
先
生

受
講
料　

年
間
１
，
０
０
０
円
（
材
料

代
実
費
、各
回
５
０
０
円
〜
６
０
０
円
）

募
集
人
員　

８
人

申
込
み　

高
篠
公
民
館

　

☎
22

－

１
２
２
０

原
谷
公
民
館

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

温
水
プ
ー
ル

　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

と　

き　
６
月
２
日
〜
23
日
の
毎
週
金

曜
日（
全
４
回
）、午
後
３
時
30
分
〜
５
時

と
こ
ろ　

市
営
温
水
プ
ー
ル

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

内　

容　

水
中
歩
行
運
動
と
水
慣
れ

対　

象　

成
年
男
女

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

15
人

申
込
み　

５
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
参
加
費
を
添

え
て
原
谷
公
民
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
。

な
お
、
申
込
者
が　

人
に
満
た
な
い
場

と　

き　
６
月
９
日
〜
30
日
の
毎
週
金

曜
日（
全
４
回
）、午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
営
温
水
プ
ー
ル

内　

容　

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
と
水

中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
操

講　

師　

日
本
水
泳
連
盟
公
認
指
導
員

　
　
　
　

釜
屋
枝
未
子
先
生

対　

象　

一
般
成
人
男
女

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

30
人

申
込
み　

５
月
15
日
㈪
〜
31
日
㈬
に
参

加
費
を
添
え
て
温
水
プ
ー
ル
窓
口
へ
。

（
電
話
に
よ
る
受
付
も
可
）

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22

－

７
４
１
１

合
は
、
中
止
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

原
谷
公
民
館

　

☎
22

－

０
６
５
８

B
C
0
0
/ko
jo
/ko
jo
_tp
.h
tm
l

）、
も
し

く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

応
募
時
期　

各
講
習
実
施
月
の
前
月
1
日

か
ら
10
日
ま
で

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

費　

用　

講
習
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

実
施
校　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校
ほ
か

8
校

問
い
合
わ
せ　

県
職
業
能
力
開
発
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

４
５
９
８

　

秩
父
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
22

－

１
９
４
８

　

県
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
在
職

者
の
方
を
対
象
に
知
識
・
技
能
の
向
上

や
資
格
取
得
を
支
援
す
る「
技
能
講
習
」

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
や
各
種
資
格
取
得
準
備
講
習
な

ど
、
１
３
７
講
座
（
秩
父
高
等
技
術
専

門
校
で
は
８
講
座
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.p
ref.saitam

a.lg.jp
/A
0
7
/

講座名 実施曜日 活動時間 募集人員 参加費 備考

青年
茶道教室

毎週　
月曜日

18：30
～20：30 14人

3,000円
（材料費別）表千家

青年
陶芸教室

毎週　
火曜日

18：30
～20：30 18人

1,500円
（材料費等別）

初心者
歓迎

青年
生花教室

毎週　
金曜日

18：30
～20：30 13人

3,000円
（材料費別）龍生派

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。

10
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初
心
者

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

柔
道
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

市
民
ク
レ
ー
射
撃初心

者
教
室

体
力
作
り

初
心
者
ピ
ン
ポ
ン
教
室

市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、
バ
ラ

ン
ス
感
覚
や
平
衡
感
覚
を
鍛
え
な
が
ら

楽
し
く
身
体
を
動
か
せ
ば
、
正
し
い
姿

勢
が
身
に
つ
き
ま
す
。

と　

き　

６
月
８
日
、
15
日
、
22
日
、

29
日
、
７
月
６
日
、
13
日
の
午
後
１
時

〜
２
時
（
全
６
回
、
木
曜
日
）

対　

象　

成
人
男
女
（
初
心
者
の
方
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

30
人

申
込
み　

５
月
25
日
㈭
〜
31
日
㈬
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
文
化
体
育
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
受
け
付
け
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
電
話
や
本

人
以
外
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。ま
た
、休
館
日
は
毎
週
火
曜
日
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４と　

き　

５
月
13
日

〜
平
成
19
年
３
月
31

日
の
毎
週
土
曜
日
、

午
後
５
時
〜
７
時

と
こ
ろ　

秩
父
農
工

科
学
高
校
体
育
館

申
込
み　

直
接
体
育

と　

き　

５
月
27
日
〜
６
月
24
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
５
回
）、
午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込
み　

５
月
27
日
㈯
ま
で
に
、
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－
４
０
０
４
）

ま
た
は
左
記
事
務
局
へ
。

※
当
日
受
付
可
。
申
込
用
紙
は
、
事
務

局
か
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。（
電
話
・
F
A
X
で
の
受
付
可
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

事
務
局　

館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

基
本
を
大
切
に
、
柔
道
を
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
27
日
〜
６
月
28
日
の
毎

週
水
・
土
曜
日
（
計
10
回
）、
午
後
６

時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

柞
（
は
は
そ
）
柔
道
場
（
下

郷
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

対　

象　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
一

般
男
女

指
導
者　

秩
父
市
柔
道
連
盟

服　

装　

柔
道
着
ま
た
は
運
動
着

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
）

申
込
み　

５
月
26
日
㈮
ま
で
に
、
柞
柔

道
会　

と　

き　

５
月
29
日

〜
６
月
30
日
の
月
・

金
曜
日
（
計
10
日

間
）、
午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
（
第
１
ア

リ
ー
ナ
）

参
加
費　

２
０
０
円（
初
回
受
付
時
の
み
）

定　

員　

60
人

そ
の
他　

ラ
ケ
ッ
ト
持
参
・
卓
球
が
で

き
る
よ
う
な
軽
装

申
込
み　

５
月
29
日
㈪
か
ら
会
場
で
受

け
付
け
ま
す
。（
途
中
か
ら
の
参
加
も

で
き
ま
す
。
６
月
２
日
㈮
か
ら
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。）

※
予
約
は
卓
球
連
盟
事
務
局
宛
に
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
等
を
明
記
の
う
え

ま
で

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
卓
球
連
盟　

と　

き　

６
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
集
合

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃

場
（
現
地
集
合
）

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃

参
加
費　

無
料
（
ク
レ
ー
代
、
保
険
料

と　

き　

６
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
か
ら
受
付

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃

場種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃

参
加
費　

７
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
を
含
む
）

賞　

典　

入
賞
・
参
加
賞

定　

員　

36
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会

　

事
務
局　

等
は
個
人
負
担
）

定　

員　

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会

　

事
務
局　

と　

き　

５
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
第
１
ア

リ
ー
ナ

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
４
人
以
上

（
男
女
混
合
可
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円（
当

日
集
金
）

申
込
み　

５
月
20
日
㈯
ま
で
に
、
秩
父

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局　

ま
で
（
開
催
中
で
も
随
時
受
け
付

け
ま
す
。）

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
体
操
教
室

問
い
合
わ
せ　

秩
父
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連

盟　

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ
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第
８
回
親
子
土
曜
映
画
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す

第
33
回
大
滝
さ
つ
き
・

山
草
展
開
催

秩
父
市
吉
田
文
化
団
体
連
合
会
主
催

第
18
回
よ
し
だ
文
化
祭

第
５
回
大
滝
つ
つ
じ
ま
つ
り

　

雲
取
山
や

白
石
山
を
遠

く
に
望
み
な

が
ら
、
満
開

の
つ
つ
じ
を

満
喫
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
14
日
㈰

と
こ
ろ　

三
峰
山
駐
車
場
内

内　

容　

大
輪
ば
か
ば
や
し
保
存
会
に

よ
る
お
囃
子
や
、
光
の
村
養
護
学
校
の

生
徒
に
よ
る
黒
潮
太
鼓
な
ど
の
催
し
と

甘
酒
・
よ
も
ぎ
も
ち
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

問
い
合
わ
せ　

大
滝
観
光
協
会
事
務
局

　

☎
55

－

０
７
０
７

　

家
庭
に
あ
る
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も

の
を
各
自
が
持
ち
寄
り
、
必
要
と
す
る

方
々
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
ご
み
を
減

ら
し
資
源
の
有
効
活
用
を
目
的
と
し
た

不
要
品
バ
ザ
ー
で
す
。　
　
　

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は
５
月
28
日
㈰

に
延
期
）

と
こ
ろ　

秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
道
の
駅
ち
ち
ぶ
・
花
ま
つ
り

の
森
駐
車
場
隣
）

出
店
数　

１
２
０
店
舗
を
予
定

駐
車
場　

下
記
会
場
案
内
図
の
と
お
り

※
大
野
原
方
面
よ
り
お
い
で
の
方
は
、

陸
橋
手
前
導
入
路
、
横
瀬
・
影
森
方

面
か
ら
お
い
で
の
方
は
、
南
門
導
入

路
よ
り
駐
車
場
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

お
帰
り
の
際
も
同
様
に
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
駐
車
場
お
よ
び
会
場
内

に
お
け
る
事
故
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
　

当
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員

　
　
　

会
で
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ

　
　
　
　

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
方
、

先
着
１
，
０
０
０
人
に
透
明
の
収
納
袋

（
ビ
ニ
ー
ル
製
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

左
上
の
引
換
券
を
切
り
離
し
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
引
換
券
１
枚
で
収
納
袋
１

つ
と
交
換
し
ま
す
。

引
換
場
所　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
内

に
あ
る
有
隣
興
業
㈱
の
ブ
ー
ス
（
花
ま

つ
り
の
森
付
近
の
会
場
入
口
を
入
っ
て

す
ぐ
右
側
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実

行
委
員
会
事
務
局　

有
隣
興
業
㈱

　

☎
22

－

０
２
１
０

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

　

学
校
週
５
日
制
の
土
曜
日
活
用
事
業

と
し
て
、
小
中
学
生
の
親
子
を
対
象
と

し
た
土
曜
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。　

と　

き　

６
月
３
日
㈯
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
上
映

　

演
舞
・
神
楽
・
楽
器
演
奏
等
芸
能
団

体
の
発
表
と
芸
術
団
体
お
よ
び
個
人
の

芸
術
活
動
の
作
品
展
示
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　
　

発
表
部
門　
　

　

５
月
28
日
㈰
正
午
〜
午
後
４
時

展
示
部
門

５
月
27
日
㈯
正
午
〜
午
後
５
時

５
月
28
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

吉
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
（
や
ま
な
み
会
館
）

問
い
合
わ
せ　

吉
田
公
民
館

　

☎
77

－

１
１
０
０

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

作
品
名　
「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
動
物
園
を
脱
走
し

た
仲
良
し
４
頭
。
た
ど
り
つ
い
た
の
は

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
。
ど
う
や
っ
た
ら
こ

の
島
か
ら
脱
出
で
き
る
の
か
？

入
場
料　

無
料

※
５
月
23
日
㈫
か
ら
整
理
券
を
生
涯
学

習
課
と
各
公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。

１
，
０
０
０
枚
の
定
員
数
に
な
り
次

第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
25

－

５
２
２
９
（
直
通
）

　

春
の
色
と
香
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

５
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

大
滝
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

大
滝
公
民
館

　

☎
55

－

０
０
３
３

　

大
滝
地
域
の
写
真
愛
好
家
や
大
滝
文

化
協
会
員
に
よ
る
「
春
の
写
真
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

大
滝
総
合
支
所
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル
三
峰

問
い
合
わ
せ　

大
滝
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
55

－

０
１
０
１

キ
　
リ
　
ト
　
リ

キ
　
リ
　
ト
　
リ第2

6回
秩父
フリ
ーマ
ーケ
ット

１枚
につ
き１
つプ
レゼ
ント

ビニ
ール
製収
納袋
引換
券

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

春
の
写
真
展
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す
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お　詫　び

４月16日の芝桜開花イベントで予定していました大型２輪車（ハーレー等）の秩父神社境内集合は、ご協力が得られず
実現できませんでした。お出でいただいた皆様には、大変ご迷惑をお掛けいたしました。お詫び申し上げます。

教
育
講
演
会

「
乳
幼
児
か
ら
の
子
育
て

〜
育
つ
力
・
育
て
る
力
」

家
庭
倫
理
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
家
庭
を
よ
く
す
る
」

〜
心
の
沙
漠
化
を
防
ぐ
た
め
に
〜

い
つ
ま
で
も　

若
々
し
く　

パ
ワ
フ
ル
に

憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室

ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

つ
ど
い
の
広
場「

は
っ
ぴ
ー
」

　

子
ど
も
が
持
っ
て
生
ま
れ
た
「
育
つ

力
」（
潜
在
能
力
）
を
十
分
に
発
揮
し
、

よ
り
良
く
成
長
し
て
い
く
た
め
の
親
の

役
割
、
子
ど
も
と
の
関
係
づ
く
り
を
中

心
に
、
発
達
心
理
学
の
観
点
か
ら
わ
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

６
月
４
日
㈰

と
こ
ろ　
横
瀬
町
民
会
館
２
階
大
会
議
室

講　

師　

田
島
信
元 

氏
（
白
百
合
女

子
大
学
教
授
）

参
加
費　

無
料

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
「
い
わ
ざ
く
ら
」
新
井

　

☎
24

－

４
７
１
６

と　

き　

６
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

聴
講
券　

１
，
０
０
０
円
（
予
約
制
）

問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会
埼
玉
北
部

　

赤
坂
☎
24

－

１
３
９
５

　

加
藤
☎
22

－

１
５
２
７

　

子
育
て
の
不
安
は
、
み
ん
な
大
な
り

小
な
り
抱
え
て
い
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に

子
育
て
し
て
い
い
の
か
な
？
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。「
は
っ
ぴ
ー
」
で
は
、
同

じ
年
ご
ろ
の
お
子
さ
ん
が
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
お
母
さ
ん
同
士
で
話
を
し
て
気

分
転
換
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
水
、
木
曜
日

※
４
月
よ
り
、
開
催
曜
日
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

会　

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

※
土
曜
日
の
午
後
に
行
っ
て
い
た
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
３
月
で
終
了
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
子
育
て
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22

－

７
８
６
６

　

健
康
は
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

ヨ
ガ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？　

と　

き　

６
月
５
日
㈪
、
19
日
㈪
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室　

　

ア
テ
フ
・

ハ
リ
ム
氏

（
元
フ
ラ
ン

ス
国
立
管
弦

楽
団
コ
ン
サ

ー
ト
マ
ス
タ

ー
）
が
や
っ
て
来
ま
す
。

と　

き　

５
月
28
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
開
場
は
30
分
前
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

曲　

目　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
バ
イ
オ
リ

ン
ソ
ナ
タK

.304

」、
エ
ル
ガ
ー
「
愛
の

挨
拶
」、 

成
田
為
三
「
浜
辺
の
歌
」、
サ

ラ
サ
ー
テ
「
チ
ゴ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」
他

共　

演　

平
沢
匡
朗
（
ピ
ア
ノ
）

チ
ケ
ッ
ト　

一
般
前
売
３
，
０
０
０
円
、

大
学
生
以
下
前
売
１
，
０
０
０
円
（
当

日
は
い
ず
れ
も
５
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

矢
尾
百
貨
店
、
秩
父
楽
器
、

講　

師　

五
味
公
子
先
生

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

手
ぬ
ぐ
い
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

ツ
ボ
押
し
棒

申
込
受
付　

５
月
16
日
㈫
か
ら

申
込
み　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
☎
22

－

０
７
１
３

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

魂
の
バ
イ
オ
リ
ン

ア
テ
フ
・
ハ
リ
ム　

バ
イ
オ
リ
ン 

リ
サ
イ
タ
ル

第
６
回　

福
祉
セ
ミ
ナ
ー

「
浅
野
史
郎
と

瑞
宝
太
鼓
の
世
界
」

と　

き　

６
月
16
日
㈮

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内　

容　

第
１
部　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分

対
談「
い
ま
、こ
こ
か
ら
始
め
よ
う
！

地
域
主
権
の
障
が
い
者
福
祉
」

浅
野
史
郎 

氏（
前
宮
城
県
知
事
）

佐
藤　

進 

氏（
埼
玉
県
立
大
学
教
授
）

第
２
部　

午
後
５
時
45
分
〜
８
時

太
鼓
講
演
「
瑞
宝
太
鼓
」

勤
労
障
が
い
者
長
崎
打
楽
交
流
団

入
場
料　

大
人
１
，５
０
０
円
、小
・
中
・

高
校
生
８
０
０
円
（
全
席
自
由
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人
清
心
会
さ
や

か
グ
ル
ー
プ
☎
24

－

９
９
５
１

彩
の
国
ふ
る
さ
と
秩
父
観
光
情
報
館
他

問
い
合
わ
せ

　

エ
ー
ア
ン
ド
エ
ー
ア
ー
ト　

森

　

☎
０
３

－

３
３
９
２

－

２
９
５
５

　

住
ま
い
の
プ
ロ
が
集
ま
り
ま
す
。
住

宅
相
談
や
包
丁
と
ぎ
、
そ
の
他
楽
し
い

企
画
が
満
載
で
す
。

と　

き　

６
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

埼
玉
土
建
事
務
所
、
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
、
尾
田
蒔
公
民
館
、
影

森
小
学
校
校
庭

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
土
建

　

☎
21

－

１
３
６
１
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平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）診療時間（午後７時30分～１０時）

み
ど
り
の
村
の
催
し

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

里
山
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
ク
と

室
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地
元
の
指
導
者
に
学
ぶ

中
津
川
の
文
化
体
験
教
室

秩
父
の
森も

り林
と
老
樹
・
巨
木

を
守
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
公
開
講
座

森　

林　

の　

獣

と　

き　

６
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
40
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内　

容

講　

演　
「
森
林
文
化
と
現
状
を
考
え

る
」
薗
田　

稔 
氏
（
秩
父
神
社
宮
司
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
秩
父
の
森も

り林
と
老

樹
・
巨
木
を
守
る
」
新
井
雅
夫 

氏
（
元

東
京
農
工
大
学
教
授
）、
星
野
良
二 

氏

（
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
上
席
調
整
官
）、

大
山
由
美
子 

氏
（
日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
研
究
会
理
事
）

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
秩
父
の
環
境
を
考
え

る
会
事
務
局
☎
54

－

１
５
１
８

●
里
山
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
ク

と　

き　

５
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対　

象　

一
般

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

当
日
窓
口
で
の
申
込
み
も
可
能
。

●
５
月
の
室
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
草
花
お
絵
か
き
」

　
「
森
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」

と　

き　

５
月
31
日
㈬
ま
で
の
午
前
10

●
豆
腐
作
り
体
験

と　

き　

６
月
４
日
㈰

　
　
　
　

正
午
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

み
ど
り
の
村
若
者
セ
ン
タ
ー

費　

用　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

20
人
（
抽
選
）

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

６
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

み
ど
り
の
村
若
者
セ
ン
タ
ー

費　

用　

８
０
０
円

定　

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
み　

５
月
26
日
㈮
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
、「
豆
腐
作
り
」
ま
た
は
「
そ

ば
打
ち
」
を
明
記
の
う
え
、
参
加
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢

を
記
入
し
、
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

（
〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１
）
ま
で
。

時
〜
午
後
４
時
の
間
い
つ
で
も

と
こ
ろ　
あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対　

象　

一
般

定　

員　

特
に
な
し

参
加
費　

無
料

申
込
み　

窓
口
に
て
随
時
受
付

問
い
合
わ
せ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
☎
54

－

２
０
１
４

と　

き　

７
月
１
日
㈯

と
こ
ろ　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
内

（
大
滝
）

●
木
鉢
作
り
体
験
教
室

と　

き　

６
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

集　

合　

午
前
９
時
10
分
に
秩
父
演
習

林
事
務
所
（
日
野
田
町
）
に
集
合

案　

内　
東
京
大
学
職
員（
車
に
て
送
迎
）

内　

容　

林
内
を
散
策
し
、
足
跡
・
食

痕
を
探
し
ま
す
。

定　

員　

10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
保
険
料
・

資
料
代
ほ
か
）

申
込
み　
６
月
２
日
㈮
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
講
座
名
（
森
林
の
獣
）
を

明
記
し
て
東
京
大
学
秩
父
演
習
林
（
〒

３
６
８

－

０
０
３
４　

秩
父
市
日
野
田

町
１

－

１

－

49　

☎
22

－

０
２
７
２
）
へ
。

後
４
時
、
25
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
（
全
２
日
間
・
宿
泊
可
）

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
森
森
林
科
学
館

第
一
学
習
室
（
中
津
川
）

集
合
時
間　

24
日
㈯
午
前
10
時
、
25
日
㈰

午
前
９
時

内　

容　

イ
チ
ョ
ウ
の
材
を
使
い
、
直

径
40
㎝
程
度
の
こ
ね
鉢
作
り

参
加
費　

１
人
１
０
，
０
０
０
円
程
度

（
宿
泊
費
、
昼
食
代
別
）

募
集
人
員　

10
人
（
抽
選
）

持
ち
物　

昼
食
、
安
全
に
作
業
で
き
る

服
装
と
靴

申
込
み　

６
月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
明
記
）
で
、
彩

の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所
（
〒

３
６
９

－

１
９
０
３　

秩
父
市
中
津
川

４
４
７　

☎
56

－

０
０
２
６
）
ま
で
。

５
月
14
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（外･内･消）

熊木町
皆野町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎62－0067
☎22－3022
☎52－3121

５
月
21
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
高 橋 医 院

（内･小）
（内･外）

（内･小）

熊木町
長瀞町
小鹿野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎66－2038
☎75－2332
☎52－2253

５
月
28
日

医師会休日診療所
横田内科・呼吸器科クリニック
秩 父 第 一 病 院
光 病 院

（内･小）
（内･呼）

熊木町
小鹿野町
中村町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎72－7447
☎25－0311
☎24－1234

６
月
４
日

医師会休日診療所
石塚内科胃腸科医院
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･胃）

熊木町
下影森
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎24－5010
☎23－0611
☎52－3121

６
月
11
日

医師会休日診療所
関 口 医 院
秩 父 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（産･婦･内･小）

熊木町
上宮地町
宮側町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎23－1555
☎22－3022
☎24－3111

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、藤岡
多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）の
ホームページで確認できます。
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●育児相談（秩父）●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●育児相談（吉田）
●胃がん検診
　（大滝）

●両親学級妊娠
　前期②（秩父）
●１歳６か月・３
　歳児健診（吉田）

●ポリオ予防接種
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（大滝）

●10か月児健診
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）

●４か月児健診
　（秩父）
●健康相談（荒川）

●両親学級妊娠
　前期①（秩父）
●親子ふれあい
　教室（吉田）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）

●BCG予防接種
　（秩父）
●ことばの相談
　（吉田）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●ウオーキング
　教室（吉田）
●４・10か月児健
診、BCG予防
接種（荒川）

●１歳６か月児
　健診（秩父）

●ポリオ予防接種
　（秩父）

●三種混合予防
　接種（秩父）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）
●ポリオ予防接種
　（吉田）

●健康相談（吉田）●育児相談（秩父）
●健康相談
　尾田蒔公民館
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●健康相談
　高篠公民館（秩父）
●育児相談（吉田）

●健康相談
　影森公民館（秩父）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）
●親子ふれあい
　教室（大滝）
●育児相談（荒川）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）

●３歳児健診
　（秩父）

●ポリオ予防接種
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）

●言語リハビリ
　教室（秩父）
●健康相談
　原谷公民館
　（秩父）
●健康相談・育児
　相談（大滝）

●健康相談
　渓流荘（秩父）

●保健センター　
　　　　　まつり

※詳細については、今月号20・21ページおよび４月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成18年度秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

５/10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 ６/１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

５月
６月

保健センター
カレンダー

５月の納税
固定資産税　　　第１期
軽自動車税　　　第１期
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　３月25日、下黒谷町会大下区の皆さんで結
成された「ひなたぼっこの会」（倉林通乃会長）
から、「芝桜音頭」のカセットテープ100本が、
市に寄贈されました。
　「芝桜音頭」は、「ひなたぼっこの会」が羊
山公園の芝桜のすばらしさを、より多くの方
に知ってもらいたいと、倉林通乃さんが作詞、
大倉常弘さんが作曲し、アマチュア歌手の中
村洋子さんが歌っています。
　高齢者の健康増進や観光にと寄贈されたこ
のカセットテープを、市では有効に活用させ
ていただきます。

　４月10日、秩父商栄組合（澤井清市組合長）
から、羊山公園「牧水の滝」へ金魚500匹と
鯉150匹が寄贈されました。
　毎年、秩父商栄組合からは、羊山公園の桜
の開花時期に合わせて、提灯やスイセンなど
を寄贈していただいています。
　今回、「牧水の滝」には、当初から設置さ
れていた若山牧水の歌碑の隣に、市内の別の
場所にあった牧水の妻喜志子の歌碑も設置さ
れました。装いを新たにした牧水の滝を、ぜ
ひご覧ください。

秩父商栄組合が秩父商栄組合が
「牧水の滝」に金魚等を寄贈「牧水の滝」に金魚等を寄贈

「芝桜音頭」が完成し「芝桜音頭」が完成し
カセットテープを市に寄贈カセットテープを市に寄贈

　秩父市民オペラ「ミカド」は、平成13年と
15年に、秩父の歌手が主に出演して公演が行
われ、その内容は広く海外まで報道されまし
た。
　このたび、イギリス・ダービー州バクス
トン市で開催される第13回ギルバート＆サリ
ヴァンフェスティバルに招待され、８月１日
に、秩父の歌手が多数出演し公演が行われま
す。
　また、来年３月には東京芸術劇場（豊島区
池袋）での公演も予定されています。

　３月24日、株式会社 ベルク（原島 功代表
取締役社長）から、市民ボランティア用ごみ
袋10,000枚が市に寄贈されました。
　同社では、日ごろから「環境にやさしい循
環型社会作りのための活動」を積極的に推進
しており、このたび地元である秩父市へ地域
貢献事業の一環として寄贈されたものです。
　市では、町会をはじめボランティア団体、
地域住民による清掃活動や秩父夜祭などの祭
事後のごみ袋として、有効に利用させていた
ただきたいと思います。

環境に優しい循環型社会作りに貢献環境に優しい循環型社会作りに貢献
「ごみ袋」を市に寄贈「ごみ袋」を市に寄贈

秩父市民が出演秩父市民が出演
オペラ「ミカド」イギリス公演オペラ「ミカド」イギリス公演

秩父市での公演の様子秩父市での公演の様子



　４月１日から14日の午後６時から９時まで、
荒川上田野の清雲寺で、エドヒガン桜（県指
定天然記念物・樹齢600年）を中心に秩父紅
しだれ桜の大小計30本にライトアップを行い
ました。
　紅白に咲き誇った桜は、闇夜の中で一層の
趣を感じさせ、夜桜観賞に訪れた大勢の方は、
細い枝から垂れ下がった美しい姿にいつまで
も魅せられていました。
※今年の開花は３月27日、満開は４月４日で
した。

　４月６日、スウェーデン国ヴェステルボッ
テン県からローレンツ・アンデション県知事
ほか視察団の皆さんが、栗原市長を表敬訪問
しました。
　この訪問は、森林バイオマスを通じた共同
事業の可能性や交流関係の構築を目的に行わ
れたものです。
　一行は、市内の製材所をはじめ、先進的な
間伐現場や三峯神社を視察し、秩父の急峻な
山や伝統的な木造建築などをとても興味深く
視察していました。

　４月11日、大滝公民館において、大滝地域
の健康推進員が、住民の元気アップに活用す
る「玄米ダンベル」作りをしました。
　このダンベルは、幼児から高齢者まで幅広
い層の健康増進をはかる目的で考案されたも
ので、玄米ダンベルを握ることで手を刺激し、
脳を活性化させるといわれています。推進員
の方々が持ち寄った布を使い、一針ごとに地
域の健康づくりを思いながら60個のダンベル
を作りあげました。

　秩父歌舞伎の始祖とされる「初代坂東彦五
郎」の顕彰碑が萬松寺（下吉田井上）に建立
され、３月21日に除幕式と第１回「彦五郎祭」
として追善公演が行われました。
　初代坂東彦五郎は、旧下吉田村の出身で江
戸の歌舞伎役者として活躍。帰郷後、近所の
若衆に歌舞伎芝居を教えたことが現在の秩父
歌舞伎の始まりとされています。
　顕彰碑は、その功績をたたえようと発起さ
れた初代坂東彦五郎顕彰会（猪野正一会長）
により建立されたものです。

森林バイオマスの取組を視察に森林バイオマスの取組を視察に
　スウェーデン国から　スウェーデン国から
ヴェステルボッテン県知事が来秩ヴェステルボッテン県知事が来秩

～秩父歌舞伎の始祖～～秩父歌舞伎の始祖～

「初代坂東彦五郎」の「初代坂東彦五郎」の
碑が建立されました碑が建立されました

ライトアップされたライトアップされた
幻想的な清雲寺のしだれ桜幻想的な清雲寺のしだれ桜

手作りダンベルで元気アップ！手作りダンベルで元気アップ！

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
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